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は じ め に 


この た び は 本 書 を ご 購入 いた だ き 、 誠 に あり が と う 
ご さい ます 。 


本 書 は 、 キ ャ ラ に 躍動 感 を 感じ な い 、 横 顔 と 正面 
顔 が 別人 の よう で あま り パ ッ と し な い 、 キ ャ ラ の 魅力 が 
いま ひと つ 伝 わら な い … な ど な ど 、 絵 を 描い て いく うえ 
で お 悩み の 方 に 、 よ り 「 生 命 感 |] の ある キャ ラ の 描き 
方 を 身 に つけ て いた だ く お 手 伝い が で きれ ば 、 と いう 
思い で まとめ た 描画 テク ニッ ク 集 で す 。 


リア リティ の ある 魅力 的 な キャ ラク ター を 描く に は 、 
し ぐさ や 表情 な ど に よる 感情 表現 、 ま た 重心 や 体重 
移動 な ど に よる 動 的 ・ 物 理 的 な 表現 を 自然 に 描く こと 
が 大 事 に な っ て きま す 。 一 見 難し そう で す が 、 わ か りや 
すく 解説 し て いま す の で 、 ぜひ 挑戦 し て みて くだ さい 。 


本 書 を 活用 し て 、 ワ ン ラ ンク アッ プ し た 描画 テク 
ニッ ク を 身 に つけ て いた だ ける と 幸い で す 。 そ れ で は 、 
いっ し ょ に 勉強 し て いき まし ょ う 。 
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1 風 を 描く 


風 は 目 に 見 えま せん が 、 吹く 方 向 (流れ ) が あり ます か ら 、 それ を 表現 する よう に 描き まし ょ う 。 髪の毛 ・ 衣 服 
な ど 、 描く 対象 に よっ て 重 さ や 柔らか さ が 異 な り ま す の で 、 その 点 も 注意 が 必要 で す 。 





②③ 後 ろか ら 吹 く 風 を 描く 


後ろ か ら 吹 きつ ける 風 の 流れ を 意識 し て 描き まし ょ う 。 







員 少 を 蓄 て 
: 克 ぬん を xz 釣る 
寺 に あら 。 





シワ の は じ ま り 


/ ーA8 店 に 
和 ム 庄 さ くそ ます 
見 休 っ 入 MC 交 B 
が 大 %Oeo、 
x( 付 》 綺 3( め . 
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②③ 前 か ら 吹 く 風 を 描く 


次 の ペー ジ に ある 「 髪 の 毛 を 布 に 見 立て 
て 風 の 流れ を 考え る 」 が 参考 に な り ま す 。 
前 か ら 吹 きつ ける 風 の 流れ を 意識 し て 描 
きま し ょ う 。 








お 4 ジリ 


ヤ やはり 拭 。 系 時 と 
哉 訴 < 項 s 凶 や 。 
ン ワ の は じ ま り 


胸元 か ら シワ が 広がっ て いく 1 Ii 
感じ に 描き ます 。 | 
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Part 1 


U1 | 風 を 描く 


② う 髪の毛 を 布 に 見 立て て 風 の 流れ を 考え る 


髪の毛 の な びき の 描き 方 で と て も 大 切 に な っ て くる の が 、 風 の 流れ で す 。 
少し わか りや すく する た め に 、 単純 化し て み ま し た 。 


Ss に 風 設 2 訟 mp・ 

静 学 計 硫 NAS な 。 了 ルム 

Z 大 27。 銀 そ を 邊 に < ん く 
はがす 。 

イハ 5 も 欧 a 2。7 表す 91 

先 と 唇 く 基 え し つ 。 





DP 
で * 





ンジ ャ ーー クジ で デマ ッ 
rmeiaiaiaraesamspaassskeaaraaeaaaeg 
髪の毛 の な びき の 動き 














② 服 の な びき \ 


服 の な びき と 髪の毛 の な びき と は 近い 
感じ で す が 、 服 は 1 点 か ら シ ワ が 波 の 
よう に 広がっ て いく 感じ で す 。 


服 の 素材 に よる 描き 分 け 
服 の 素材 と 薄 さ に よっ て 、 な びき の 度合 い は 変わ り ます 。 服 の 種類 に よっ て 描き 分 け て くだ さい 。 
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② 服 を 描く 時 も 風 の 流れ を 考え る 


髪 の 長 さ 、 服 の 素材 に よっ て な びき は 違っ て きま す 。 注意 し て 描い て くだ さい 。 
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こん の 
「 42 礼 が 2 の 


胃 て . 葵 物 選 物 <" 
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2 重 さ を 描 く 


重 さ は 目 に は 見 えま せん 。 重 さ を 描く コツ は 、 キ ャ ラク ター に 「 演 じ て も ら う 」 こ と で す 。 重たい 物 を 持つ 一 抱 
える 、 重 た 過ぎ て 持て な い 一 抱え られ な いな ど 、 キャ ラク ター に 演じ て も らい まし ょ う 。 





②③ 「 重 い 」 を 描く 


全体 的 に 反っ た 感じ に 描き まし ょ う 。 重心 は 低い 位置 に あり ます 。 





2 
自 同 で すか" 内 


さろ た 操 ra 
ミッ ツイ と ぃ ウン 
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四 釣人 も で す 。 
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ム みり に で で 

衛 た , か ん 
持 > う と (Z 
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進行 方 向 








証人 伯 <(Z 3 
表 本 を 
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② 「 軽 い 」 を 描く 


重心 は な く 、 ぷら 下がっ て いる よう な イメ ー ジ で 考え まし ょ う 。 
軽く て 身体 が 浮い て し まう 感じ で す 。 


チカ 先 か ら 
内 に 放 < 
の ライ ルル YY 
包 椅 も 的 kl は 
ー 表 島 . に 
妨 る 感じ 
で す 。 


で の 
ー そ いち ゃ っ 
<。 





リオ リ 気味 
らい いい 入 区 居 
少 し だ けり 地 出 に 
付 nhn で くい る 


癒 tik。 ロッ 
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へ 璧 tt 陣 


か 2 | 重き を 描く 


②③ 「 少 し 重い 」 を 描く ン ン mk 


少し で も 重み を 感じ て いま す の で 、 
や や 右 肩 を 突っ 張っ た 感じ に する 
と いい で し ょ う 。 重心 も 右足 で と 
る と 安定 感 が 出 ます 。 


用 ヵ S 

頁 、 邊 で 

上 vTN た 届 
尽 ty 捉 ゃ も 量 み 
3) 剛 く 。 


② 「 少 し 軽い 」 を 描く 





上 半 7 W ( 


「 オ ゃ 


あま り 重 み を 感じ て いま せん の で 、 
重み に よる 身体 の 変化 は ほとん ど 
見 えま せん 。 身体 の バラ ンス は 自 
由 に 描い て いい と 思い ます の で 、 
思い 通り に 描い て いき まし ょ う 。 





修作 
東 / に あみ だ SW | 
重 3 Ru7d」 
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2 
〇 重 さ と 動き を 謝り > 
カバ ン が ひと り で に 動く と いう シー ン を 、 重 さ っ 


の 表現 に 注意 し な が ら 描 いて み ま し ょ う 。 






の ル の 統 , 


7 ・ ン / 
も ーー ・ ae “ 
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カバ ン が 


Q 
動く 方 向 り パ 


メス え C33 が V_  mw 
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り )/ つ ぜ 足 AWT 重 
が な い 閣 |Z。 
く 
カバ ン の 動き に 逆らっ て | 人 
踏ん 張っ て いる 所 で す 。 N 


夢 ら z242- 


2 スバ 0 ん / rg 示 時 


上 ゃ 
mass 重心 


EID の 7 


到 F は LA 豚 ぃ っ 
2 る 聞 各 宅 
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3 閉 遊 と 落下 の 
抽 き 分 け 


浮遊 と 落下 、 似 て る よう で 実は 全然 違う 表現 で す 。 「 浮 く 」 は 重力 に 逆らっ て いる 状態 、「 落 ちる ] は まさ に 
重力 その も の 。 物質 は 、 加速 し て 風 を 正面 か ら 受け な が ら 落 ちる 点 に 注意 し まし ょ う 。 





② 頭 の 位置 を 上 下 入れ 替え る 


人 は 頭 が いち ば ん 重い た め 、 頭 か ら 落 下す る イメ ー ジ 
が あり ます 。 ま た 不安 定 感 ち ある た め 、 頭 を 下 に する 
だ け で 落ち て いる よう に 見 えま す 。 





貞和 "上 に みう と 
等 焼 z っ 繁 た 
紹 き す 。 


明記 て ああ 3 と 
双 ト (< る 集 


3。 選 > 


横向 き で 描く と 浮遊 と 落下 の どちら に も 利用 
で き て 便利 で す 。 た だ し 平面 的 に な り 過 ぎる 
の で 、 その 点 を 考慮 し て 描き まし ょ う 。 
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②③ 身体 を 少し ずつ 下 に 傾け る 


同じ く 横 向き で す が 、 今度 は 浮遊 し て いる 身体 を 少し 
ずつ 傾け て 落下 させ て み ま し ょ う 。 





ここ に 欠 と この 羽 態 。 ya 
と 2 の 3 科 まま に 潤 度 か ナ 


Ne SS 
放し 碗 けん 


0 お り で 


空気 の 支え か ら 滑 り ン N 
落ち る 感じ で 描き ま ーー 下 

ベ ぁ ト / が か 72 
し ょ う 。 > 

の ーー N( 5 lc 見 ル 





泉 浴 に 
YAC3 み 





さき 溢 喜 4 毅 r 詳 珈 
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U3 | 浮遊 と 落下 の 描き 分 け 


② 浮 遊 感 を 出す た め の ボ ポイ ント 


無重力 感 を 出す た め に あお 向け の 場合 は 少し 身体 を 反っ た 感じ に 、 
うつ 伏せ の 場合 は 少し 前 屈み に 描く の が ポイ ント で す 。 





遇 も 2 ど 
ぷれ, と し と 


(PE。 ビッ 





ズ べ カ ム そ ぞ 。」 
さい イー 


季 Ss な て 。 


② 落下 感 を 出す た め の ボ ポイ ント 


基本 は 、 頭 は 下向き に し 衣服 の な びき を 描く こと で 、 落 下 し て いる 
状況 を 見 せる こと が で きま す 。 


イッ 7 レ を を も て 9 ん と 
エリ 基 人 人 か まそ すず 





る の 必 せ < 留 3 え 2 





②③ 少し リア ル な 表現 






ペッ 1 


才 っ ・ 


傘 


ズ スカ 本 は こら 1 - 遇 


つき 
ム て うば 


池本 9 ゴ 改 (r 詳 所 


こと 


スカ ト な 送 下 の 訂 た 


mn た 成 に 。 


車 カ た 施 < 訪 7" 
朗 sZn く 必 の * 
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04 曜 動 感 あ る ジャ ン 


ジャ ンプ は 、 全身 の バネ を 使っ て 高く 飛ぶ 動作 で す 。 動き を 表す な ら 身 体 が 空中 に 飛ん だ 瞬間 、 浮 いた 状 
態 を 表す な ら 空 中 に ある 状態 が 最も わか りや すい ジャ ンプ の 表現 で す 。 














〇 空中 に 飛ん だ 瞬間 SN 
の) 2 
人 < ちの ェ ン アァ ) ) 人 各 ダ 
路 動 た ZZ 計 痛 NN 素 
「 N ティ (< 
休 と に 放 
人 タ 5[Z そ こ 


沈 87 7 
この 伯 


と 


び / (の め と 。 


グ ャ ルプ 場 信 

cc: 1 了 mh 

な ST 0 ウ / 
遇 が > 窟 い で 3。 2 路 。/ と み 


り 


朋 げ く 7 
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ベ へ / 7 
② ジャ ンプ の 頂点 ( 
これ か ら 落 下 モ ー ド に 入り そう な 所 で す 。 個人 

的 に は 、 ジ ャ ンプ し て 頂点 まで 上 り 落 下 に 入 

る 有 瞬間 が いち ば ん ジャ ンプ らし いと 思い ます 。 





た 9 入 」 所 上 
和 Wu へ w い / 


MS かと 。 


② 落下 モー ド に 入っ た 所 RS の 


異な る 動き を 入れ る こと で 、 ワン パタ ー ン に な ら な いよ 
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05 自然 な 歩き を 描く 


「 歩き ] は 、 倒れ そう に な っ た 身体 を 、 最初 に 重心 の あっ た 足 と は 反対 側 の 足 を 踏み 出す こと で 前 に 進ま せ 
る 一 連 の 動作 で す 。 いろ いろ な 歩き が あり ます の で 、 描き 分 け て み ま し ょ う 。 








② つ 自然 な 動き 


歩き は 、 振り 子 の 原理 で 前 に 進み ます 。 


す と ヵ の] を 

て ク の ~- 43 
9 ど Cp 
7 II きす (し う 


重心 ② 
まだ 重心 は 
こち ら に あり ます が 
前 に 踏み 出す と 


こち ら に 重心 が 移り ます 。 
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ワク ワク し た 気持 ち で 足踏み し 、 軽 く ひ ざさ が 上 が っ た 


歩き で す 。 


②③ 心 が 莉 ん で いる 時 の 歩き 方 





ト 上 培 テ クニ ッ ク 


を 吹き 込む イラ ス 


キャ ラ に 生命 


較 05 | 自然 な 歩き を 描く 
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② 気持 ち が 落 ち 込 ん で いる 時 の 歩き 方 


歩き 方 も 状況 に よっ て いろ いろ 変わ っ て きま す 。 落ち 込ん で いる 時 は 、 
ひざ が 上 が ら ず 小刻み な 歩き に な り ま す 。 


し 5 た 


月 太 縮 //。 
長 共 し 生計 
引 N し で 免 za 
= ダン) 


/ / 
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(人 ぶ 
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② 軽い ステ ッ プ の 歩き 


全体 的 に 重み を も た せ ず 、 つ 軽い は ずん だ 感じ を 意識 し て 
描く よう に し まし ょ う 。 ス キッ プ を 踏ん で いる 様子 を 思い 
描く と わか りや すい か も し れ ま せん 。 


重心 
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PART 1 


U6 自然 な 走り を 描く 


自然 な 走り を 描く に は 、 単 に 走っ て いる 状態 を 描く の で は な く 、 走 っ て いる 人 の 感情 を 表現 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 「 も うだ め 一 苦し い 」 な ど 、 走っ て いる 時 の こと を 思い 出し な が ら 描 いて み ま し ょ う 。 


② つ や や 息切れ し て きた 走り 


状況 に よっ て いろ いろ な 走り 方 が あり ます 。 
これ は 普通 の 走り で す が 、 少し 息 が 上 が っ て 
きた 所 で す 。 
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0② 限界 に 近い 走り ーー 0 う 


息 も 切れ て 辛い 感じ の 走り で す 。 










G 少し ふら つい た 走り 
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k 6 | 自然 な 走り を 描く 


②③ 走り の 後ろ 次 


身体 の 流れ に 注意 し 、 ス カー ト や 髪の毛 の 動き に も 工夫 を し まし ょ う 。 





ー 人 
多 え を ピン = 1 
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②③ 物 を 持っ た 走り 


重心 の と り 方 、 身体 や ドレ ス の 流れ を 描く こと で 、 自然 
な 動き が 表現 され ます 。 
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7 三才 な 目 転 車 の 
乗り 方 


自転 車 に 乗っ た 人 物 を 描く 時 は 、 ま す 先 に 自転 車 を 描き 、 次 に 自転 車 に 合わ せ て 人 物 を 描き ます 。 自転 
車 は 、 前 も っ て 人 物 を 入れ た と きのこ と を 考え て 描き まし ょ う 。 


基本 の 描き 方 pl 
パー ス を 考え て 描き まし ょ う 。 明 / を “ 月 AC (mi ) 





ッ な の かす 計っ. 
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NL し ノ ネイ ノ 







2 
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いこ 
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自転 車 の 乗る 人 物 の 描き 方 の 基本 
まず は 自転 車 を 考え 、 人 物 は あと で 描き ます 。 
足 を 描く と き は 、 ペ ダル の 付け 根 を 軸 に 回 転 
する こと を 忘れ ず に 。 
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②③ 基本 の 描き 方 (後ろ 向き ) 








7///、 後ろ 向き も や は り 自転 車 の アタ リ を 先 に と り ます 。 
N ) 人 物 は あと か ら 描 きま す が 、 頭 の 位置 な ど を 最初 
| に 決め て か ら 自 転 車 を 描き まし ょ う 。 
で | 
し グリ / 
シグ 





ル I て 
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パ い て 思 3 2, 






則 / | 
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③ つ 臨場 感 を 出す 


スピ ー ド 感 を 出す た め に 、 ア ング ル と 
画 角 を 変え て み ま し た 。 同じ 絵 で も 少 
し 変え る だ け で 了 其 場 感 が 由 ま せん か ? 
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ig 上 手 な 階段 
上 り 方 ・ 下 り 方 


階段 を 上 り 下 りす る 時 に 大 切な の は 、 や は り 重 心 の バラ ンス で す 。 バラ ンス が うま く 描 けれ ば 、 自然 な 感じ 
を 出す こと が で きま す 。 





②③ 階段 を か け 上 が る 





上 半身 体 。 あ AA 
2 の) 2ZRk4WM 


Y 
必用 レル 
必 還 | 
吾 。 者 ME 司 Cl 
マ We ヘー 


こ 、。 dL 


② 階段 を 上 る 


身体 の バラ ンス を 大 切 に し まし ょ う 。 
身体 の 重心 の 動き を 考え て 描き ます 。 









(前 た 
lesa 
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の 


② 階段 を 下り る 
階段 を 下り る 時 も や は り バ ラン ス が 大 事 で す 。 
前 に 倒し 過ぎ て 落ち そう に な ら な いよ うに し ま 
よう 。 
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9 上 手 な 振り 向き 方 


「 振 り 向き ] は 、 目 一 頭 一 首 一 肩 一 腰 一 足 と いう 流れ で 動い て 行き ます 。 回 転 を か けた 動き を 描く こと で 、 
自然 な 振り 向き の 動作 が 描け ます 。 動き の 流れ を 考え て 描く よう に し まし ょ う 。 





〇 立ち 姿勢 で の 振り 向き 


この 段階 で は 、 上 
半身 ( 頭 ・ 肩 ・ 腰 
ぐら いま で ) は 正 
面 近 くま で 動い た 
よう に 描き ます 。 
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妃 忌 ら 2 

一 方 、 足 は 左 向 

す 93 拓 う コ き に し て 動き の 遅 





れ を 表現 し ます 。 
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〇 すわ り 姿勢 で の 振り 向き 0 
2 
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る な っ す 早 す / 


つき 
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薄 條 


べく 
生 。 。 3 


uo 本 


SO こく 


① 頭 が いち ば ん に で 身体 は ひね っ て 
量 き ます 。 RNN 横 に 回 り ます 。 
YU 


② 肩 も 少し 動き ます 。 







全体 に 後ろ に 
移動 し ます 。 


ッ ン 


9 グ ーー 
ンク ジグ 
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③ そ し て 足 も 少し 
動き ます 。 
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1 動か す と いう こと 


動き に は 、 骨格 と 筋肉 の 仕組 み が と て も 関係 し て いま す 。 身体 の 曲がる 方 向 ・ 曲 が ら な い 方 向 、 身 体 の 伸 
びる 限界 な ど 、 可能 不可 能 な こと が いろ いろ あり ます 。 


pc 
② 自然 な 動き を 描く // ( 
骨格 と 筋 内 の 動き を 意識 し て 
描き まし ょ う 。 ざっ くり 骨組 み を / M " 
描き まし た の で 参考 に し て くだ る 。 員 の | 交 あ 
さい 。 わ ざと らし い 動 き に な ら ( NN 、 フ 邊 / 太 
な いよ う 気 を つけ まし ょ う 。 」 NN > 虐 光 ( 大 う / 
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② つ 手 を 上 げ る 


箱 人 間 を 描い て 身体 の ラフ を 起こ し て いる 人 MA 
も 多い と 思い ます が 、 人 は ひし 形 に も 変形 し ま 
す 。 一 部 分 が 変形 する の で は な く 身体 全体 を 
通し て 変形 し ます の で 、 そこ を 意識 し て 描い て 
いく こと が 重要 で す 。 箱 人 間 に 頼 り 過ぎ る と 動 
き が 硬く な っ て し まい ます の で 気 を つけ まし ょ う 。 
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②⑬ 身体 を ひね る 
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② 腰 と 股関節 の 動き 


股関節 は 前 後 左右 に 大 きく 広げ る こと が 
可能 で す 。 し な や か な 腰 と 足 の 動き を 描い 
て み ま し ょ う 。 


で せ 
ーー 
コ 
コ 


rr の と rr は 時 
叶 き 置 たつ 


この よう に 、 股関節 は 思っ た より 広く 開き ま 
す 。 この こと を 訪 頭 に お く と 、 大 き な 動き や 
柔らか い 動 き を 描く こと が で きま す 。 
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に と 


1 1 重心 の 考え 方 


重心 は 身体 を 支え る 軸 の 役割 を 果たし ます 。 重心 が ズレ る と 倒れ そう に な り 、 安 定 感 を 失い ます 。 ます 体 
重 が どこ に か か り 、 どう バラ ンス を と っ て いる か を 考え て 描く こと が 大 切 で す 。 





②③ 自然 体 の 重心 の と り 方 


この よう な ポー ズ の 場合 、 軸 足 の 真 上 に 頭 を も っ て くる こと で 安定 感 が 出せ ます 。 片足 で 重心 を 支え る こと で 、 軸 走 で な い 
も う 片 方 の 足 に 余裕 が 生ま れ ま す 。 す る と ある 程度 自由 に 動か せる よう に な る の で 、 動き の ある バラ ンス 感 が 出せ ます 。 
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040 


③ 歩く 時 の 重心 


元気 よく 歩い て いる 所 で す 。 歩く 時 は 地面 に 
つい て いる 方 の 足 に 重心 が あり ます 。 足 を 動 
か す と 、 重心 は 振り 子 の よう に 動き ます 。 







〇 し ゃ が お 時 の 重心 43 
この ポー ズ で は 、 か か と を 浮か せ 、 ひ ざ を 下げ 6 ot 


る こと で 全体 に 安定 感 を もたせ ます 。 上 半身 
の 位置 も 大 切 で す 。 
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Part 1 


| ] | 重心 の 考え 方 


② 走っ て 転び そう に な っ た 時 の 重心 
走り 」 は 、 パ ネ の よう に ジャ ンプ し な が ら 移 動 し ます 。 作例 は 走り 


な が ら コ ケ か けた 所 で す が 、 軸 足 か ら 前 方 、 頭 の 方 へ 重心 が 移 
動 し て いる こと に 注目 し まし ょ う 。 










⑳③ 三角 形 で バラ ンス を と る 學 
重心 の バラ ンス を どの よう に と る か を 考え る 場合 、 
逆 三 角形 を イメ ー ジ する と わか りや すい で し ょ う 。 


逆 三 角形 の イメ ー ジ 
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如 2Y) り すす > - 1 
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| 長 に 朱 2[ 和 3。 
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②③ 投げる 時 の 重心 


投げ る 時 の 重心 は 軸 足 に あり ます 。 上 半身 を 
ね じ っ て 投げ ます の で 、 軸 足 の 重心 が ブレ な 
いよ うに 気 を つけ まし ょ う 。 


②③ 蹴る 時 の 重心 


足 を 上 げ る の で 、 上 半身 で バラ ンス を と り ま 
す 。 髪の毛 や 衣類 を 動か し て 起動 感 を 出し ま 
展 ボ 5 
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| みみ Cue 了 
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信久 っ 
AS は > 
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② つ 赤ちゃん を 抱き か か える 時 の 重心 


赤ちゃん と は いえ か な り の 重 さ が あり 、 手 だ け で 支え る の は 大 変 で 
す 。 ど うす れ ば 楽に な る で し ょ うか 。 そ れ は 、 身 体 を 反 ら し 、 身体 
全体 で 支え る よう な 重心 の と り 方 を する こと で す 。 
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②③ 赤ちゃん を 背負 う 時 の 重心 
育 負う 時 は どう で し ょ うか 。 こち ら は 身体 を 前 屈み に し 
て バラ ンス を と り ま す 。 こ うす る こと で 自然 な ポー ズ に 
な り ま す 。 
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1 2 片足 で 立つ 方 法 


片足 で 立つ と は 、 片足 で どう バラ ンス を と る か と いう こと で す 。 地面 に つい て いる 足 を 軸 足 と し 、 重心 に 気 
を つけ て 描き まし ょ う 。 逆 三角 形 の 構図 で 描く と バラ ンス よく 立た せる こと が で きま す 。 








② 片足 で 立つ 


\ 
緒 足 で パラ ンス よく 立た せ て 見 せる 体 的 に 見 せる 
に は 、 軸 足 を 支え の 中 心 と し て 、 そ の u 
の 上 に 逆 三角 形 が や じ ろ べ え の よ まい ズ スパッツ の 
うに 立っ て いる 状態 に し ます 。 この な 所 人 術 け 
作例 で は 頭 が 少し 左側 に ある の で 、 


3 の 


ラン ス よ く 立 た せる こと が で きま す 7| ( ンー の さ フ ) 〈 
/ ンー の 2 だ 3 所 く こ と てく”? 
名 史 妨 " 友 叶 ょ り 
/ / 後ろ に ある 技 、 に 見 9 
ン 軸 足 と 尋 n き す 。 


身体 を 少し 右側 に 寄せ て 失 く と バ り リ 
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③ 片 足 を 蹴り 上 げ る 


少し 動き の ある 片足 立ち で す 。 こ れ も 軸 足 を 中 心 と し て 
逆 三角 形 で バラ ンス を と っ て いま す 。 





で 
コ 


や 
= 


産 半 OEI へ 4 仙 


~ ス パッ と 0 

衝 " た も 4 

9 るる 

3 | 
イッ イレ イタ 





横向 き 
横 か ら 見 て も 、 や は り 逆 三角 形 で 
\ 【 バラ ンス を と っ て いま す 。 
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ト 12 | 片足 で 立つ 方 法 


み o > 
ロ ae 
②③ 後ろ 向き の 片足 ボーズ 頭 の 2 
後ろ 向き の と きも 、 や は り バ ラン ス が 大 切 で っ アン 
す 。 重心 の と り 方 に 気 を つけ まし ょ う 。 角 ) / こ を ふら 





多 // 


RE い 
こも を スパ レツ 他 尼 
na 立体 邊 を へ 、 








を 3 に 昌 馬 7 
9P 人 いあ 
足 A5 体 表現 
康 少 * 生 配 > 
功 き す L ょ っ 
/ 
と 4 
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②③ 足 を 高く 引き 上 げ て 立つ 


こう し た ポー ズ も 、 当 然 な が ら 軸 足 を 中 心 と し て 
バラ ンス を と り ま す 。 この 場合 に は さら に 、 足 を 
自分 で 自分 の 身体 に 引き 寄せ る と いう 動作 が プ 
ラス され ます 。 








ーー 
ト ) 3 
会 、 


| 
上 

タタ 区 便 た 4n 人 人 
郊 と を 預 い Cl 7 ・ 

は くつ cs を 4 相 ん 

ナ ザ ?2 ぃ いろ た. た 

玖 処 所 る 中 四 Q 補 さあ 

和信 ま 。 か 


の YY ス WW 
内 像 に た 56 Sc 
/ パラ ターズ ス 生 リ ます 2 SN 
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13 脱力 感 の 描き 方 


脱力 感 を 表現 する 場合 は 、 生 命 力 を 感じ させ る 重心 、 筋肉 の 力 の 入れ 具合 な ど 、 通 常 は キャ ラク ター を 描 
くう え で 大 切な 要素 を 逆 に 「 抜 けた 状態 」 で 描く 必要 が あり ます 。 





② 脱力 感 の ある あお 向け の 身体 史明 体 ゥ 9 系 
脱力 し た 状態 を 描く 場合 、 重 心 は 身体 全体 を 通し て 「 地 宝 ku 郭 203, 
面 の 接し て いる 面 」 に な り ま す 。 い Y を 人 0 枢 か る 


3NS 下 丸 3 太 じ に 
933, 







4 や チチ そ 司 様 . れ < 
乱 放し. 


② 脱力 感 の ある うつ 伏せ の 身体 


あお 向け 、 うつ伏せ は 横向 きよ り 地 面 に 接し て いる 部 分 
が 多い た め 、 脱 力 感 を 高め る こと が で きま す 。 
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3 脱力 感 の ある 横向 き の 身体 


重心 は や は り 地面 に 接し た 面 で す 。 


( _ 4 


② う より 立体 感 を 出す 


少し 身体 の ひね りな ど を 入れ て 立体 感 を 強調 し まし た 。 この よう 
に 全く 動か な い 状 態 で も 、 立 体 表 現 は 大 切な 要素 の 1 つ で す 。 





ー へ へ 
CO 3 
会 、 


lak 喜 3 員 境 


アイ レベ ル : や や アオ リ 





上 し アオリ ぎ オガ に 電 <?- 
が 体 表 上 プク スト に 。 
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1 4 重心 の 移動 


身体 を 動か す 時 、 重 心 が ど の よう に 動い て いく か を 考え て み ま し ょ う 。 こ れ は 動き を 描く うえ で 、 バ ラン ス の 
と り 方 な どの 大 切な ポイ ント に つなが り ま す 。 も ちろ ん 1 枚 絵 を 描く うえ で も 大 切な 要素 で す 。 





② つ すわ り 姿 勢 か ら ど @ 重心 は 上 半身 の 下 に 移動 し ます 。 
上 半身 が 倒れ る 動き 


身体 を 右側 に 移動 する 動き で す ィ 


(作例 は 有 ペ ー ジ か ら は じ ま り ます ) 。 






チ 1 伸 C3 た 
が いで 作ら ・ 
っ 
cr 
竜 生む \) 1 
② つ すわり 姿勢 か ら 立 ち 上 が る 動き WESA 
各 つ いか 3? 


体重 を 前 方 に 移動 し 、 腰 を 上 げ る 動き で す 。 


N 

93 は 則 IN ぐ * 重心 は 足 で す 。 
物 s 湊 八 

人 で と 3. Rs 
心 は 育 家 が か 
お 尻 に か け て 下 
へ 向け て か か り 
ます 。 


重心 は 足 に 
移動 し て いき ます 。 


aa 


癌 鍛 咽 最 画 四 
し 押 


人 


Ss 
7 
プ 
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1 心 と 上 半身 の 支え は 
右手 に 移動 し ます 。 ゃ * 
重心 は 両手 に あり 、 
ひざ で 上 半身 を 支え 
で ます 。 








① 歩き 姿勢 か ら 立 ち 止ま る 動き W 


前 方 に 歩い て 移動 し 、 立 ち 止 まる 動き で す 。 


軸 足 が 後ろ 足 ( 左 足 ) 


重心 は 身体 の 4 N 重心 が 右足 に 移動 し 
中 心 に あり ます 。 9 まし た 。 動き は 前 方 な の で 重心 は 後ろ に 
残り ます 。 こ の あと 前 


に 向かっ て いる の で 、 
重心 は 少し 前 に 移動 に 移動 する と 軸 足 は 
逆 の 足 に な り 、 重 心 も 


し て いま す 。 
そちら 側 に 移り ます 。 














し 重心 
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fn アオ リ と フカ ン の 
描き 方 


アオ リ と フカ ン は 、 身体 の ライ ン を 描く アイ レベ ル の 絵 と 違い 、 身体 の 立体 奥行 き を 描く こと が 必要 で す 。 
身体 を 輪切り に し て 考え 、 縦 の 流れ だ け で な く 横 の 流れ も 考え て 描き ます 。 





⑫ 立ち 勢 の アオ リ を 描く 


アオ リ は 見 上 げ る 構図 で す 。 全体 的 に 三角 形 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
アオ リ の 場合 、 通 常 は 頭頂 部 は 見 えな いこ と に 気 を つけ まし ょ う 。 







② 腰 を 落と し た 姿勢 の アオ リ を 描く 


アイ レベ ル に 近い タイ プ の アオ リ は 水平 に な りや すい の で 気 を 
つけ て 描き まし ょ う 。 


選 ( は り 綴 a ムン 
) す 局 2 す ん の 2 ン 


CS 








股 部 分 な どの 服 ジ ( 「4 リ リル < 

叉 百 よ へ 

の シワ を 描く よう 7 ね 2 ます が ぬく へ 
に する と リア リ 

ティ と か っ こよ さ 

が アッ プ し ます 。 


地面 を きち ん と 考え て 描き まし ょ う 。 
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② 立ち 姿勢 の フカ ン を 描く 


フカ ン は 見 下ろ す 構図 で す 。 フカ ン の 場合 、 水 平 位置 の 正面 絵 
と は 違い 、 角度 に よっ て 見 えな い 部 分 も 出 て きま す 。 正面 か ら 描 
く 場合 で も 描き 込む と は 限ら な い の で 、 その 点 は 要 注 意 で す 。 


とる, 
。 乱 か 


み .?7 て 
丸 , (mi ) 


くら) 
を < ヴ Z ヵ 1 に 
_ 族 茨 ん た の か と 
AS、 レプ O 〇 すわ り 姿 勢 の フカ ン を 描く 


才 , 欠 更 当て すわ り 姿 勢 で も 、 や は り い ちば ん 大 切な の は 全体 的 





穫 に 公 け て の 茂 で 9 な バラ ンス で す 。 ァ 
まで) . も 
MMZ 3 
人 る る) 才 [ 
/ (4 ( ! 人 と ナ び 生身 
Z し 且つ る > 
ッ 2 ン さ ゞ 吉 
を ンス ( "を 呆 9939/ っ 
ハ た Aa クチ 」」 と? 1 
あの + 
色 人 4 いき " の 2 の 
大 9。 で の | 
、 ょ 1 
る 休 | 
) づ ぉ "て 


安 て "3 0 て ノ 
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ーー 如 
や 
| 


会 、 


匠 15 | アオ リ と フカ ン の 描き 方 


② 立ち 姿勢 の 後ろ 姿 の アオ リ を 描く 


腰 、 お 尻 を きち ん と 描き まし ょ う 。 三角 形 を し っ か り 
意識 し て 、 地面 に きち ん と 立た せま し ょ う 。 





見 セ て あげ まう 
交 そ 大 az 


ゃ ん と 頑 員 > 
ぁ げ ぇ (52 こ ジ 【 


パ 456 ね a 電 
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) 休 表 1 貞 た に 
ズ ズ 婦 プ 
さい に 区 n い 2 
あげ まし ら の 
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② 振り 向き 姿 の フカ ン を 描く 
腰 の ひね り を 大 切 に 描き まし ょ う 。 ( な) 


(を の 








3 NN ひ 計 導 叶 の 

1 M * QN 胸 赤 現 を 
NN、: 的 の 2 あ . 
へ 0 
足 。 陣 1 ) 


時 な ね なり レア 
ハア で 
ん ね り 艇 更 大 切 に | 


PART 1 





15 
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2 全 り 
ム 広 ん 負 ) に 廊 a (と 有 丈 と 
の と 有 。 330 2 ご ズ の た. 
1 (と 
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ひざ "0 責 戸 人 

っ すっ ・ 

4 はり 2 


、 ソ 
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> 15 | アカ オリ と フカ ン の 描き 方 


② ア オリ ・ フ カ 9 


作例 の よう な 赤い ライ ン を 考え 20 
立体 的 に 見 せる 大 切な ライ ン 





ば) Ns ユ NR へ G 舞 所 


ES 
| =* | 
ンー SO | 


シン 


ボド キー 





16 近く ・ 遠 く を 見 る 


近く を 見 る 時 は 構図 を フカ ン に し 、 少 し 被写体 に 近づき の ぞ き 込ん だ レイ アウ ト に する と 効果 的 で す 。 遠く 
を 見 る 時 は 構図 を アオ リ に し 、 少し 画面 を 引い た 感じ に し て 目線 の 先 に 広がり を も た せま す 。 





②③ 近 く を 見 る 時 の 表現 


近く を 見 る 時 は 、 小さ くま と まっ た 感じ に する と わか りや すく な り ま す 。 構 
図 は フカ ン に する と よい で し ょ う 。 の ぞ き 込ん だ よう な レイ アウ ト に する 
こと で 、 キャ ラク ター に 親近 感 ち も わい て きま す の で ぐ 効 果 的 で す 。 





2 沢 - ス "の 詩 
せ 。+ の 自 線 入 - 
胡 <c える 筑 gA・ 


いい と ts ゴ 
ウル を きみ ・ 


7 アグ レル い nAZ 79 
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②③ 遠く を 見 る 時 の 表現 


遠く を 見 る 時 は 、 遥 か 先 を 見 て いる 感じ に 表現 する と わか りや すく な り ま す 。 
構図 は アオ リ で 、 目 の 前 に 空間 を と る と 効果 的 で す 。 








っ 
会 、 


ぶ 画 語 へ 陣 ・ へ 所 





導 / た , 
ペコ 研 導 。 
動 #Y % リ 
ぐ / 代 突 に 
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17 バー ス を き ぎ か せ た 
抽 き 方 


人 体 は 通常 、 背 景 パ ー ス に 合わ せ て 描き ます が 、 ここ で は 人 体内 の み で パー ス を と っ て 描い て み ま し た 。 
人 体 と 地面 と の 接地 面 、 お よび 人 体 に 対し て の 横 の ライ ン を 基準 に パー ス を と っ て いま す 。 





②③ 天 地 と 奥行 き に 
パー ス を きか せる 


パー ス の きい た 身体 は 、 まず アイ 
レベ ル を 決め て か ら 描 きま し ょ う 。 





3 目線 を 落と し て パー ス を きか せる 


重心 は 低く 、 被 写 体 か の ら 近 い 感 じ で 描き ます 。 
近い 部 分 は 全体 的 に 大 きく 見 えま す 。 





ノア Crz の 
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②③ 天地 に パー ス を きか せる 


フカ ン 気 味 の ア ング ル の 場合 は 、 地面 の 位置 と 向き を 意識 し て 描き まし ょ う 。 





キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト デ タ ニ ッ ク 


ok 壁 は は き okN ヘ ハー ニス 





1 7 | バース を きか せ た 描 き 方 


② 広角 気味 に 湾曲 を きか せる 


目 の 大 き さ な ど 、 手前 に な る ほど 大 きく 描き まし ょ う 。 
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②③ アオリ 構図 で パー ス を きか せる 


アオ リ 具 合 に より 肩 な ど で 首 が 見 えな く な る 
の で 、 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 


アイ レベ ル 


AL りり 攻 , 


<4307・ 
スパ ー ト /4 大 の SB 3 
8 の 人 く り 33 _ 
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て 
つ 


ok 喜 立 ほ さ kt ヘー ニ 
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To 正面 顔 と 横顔 の 
違和感 を な くす 


正面 顔 ・ 横 顔 ・ 斜 め 顔 は セッ ト で 考え る よう に し ます 。 それ ぞ れ の 「 目 ・ 鼻 ・ 口 」 の バラ ンス の と り 方 で 顔 が 
似 て る 似 て な い を 判断 され る の で 、 この 3 つの バラ ンス を 意識 し て 描き まし ょ う 。 


② 斜め 旋 一 正面 顔 一 横顔 の 変化 


アゴ の 角度 、 鼻 の 高 さ 、 目 と 目 の 間 隔 に 気 を つけ て 描き ます 。 
キャ ラク ター を 描く 際 に は 、 ① 斜 め 顔 一 ② 正 面 顔 一 ③ 横 顔 の 
順番 で 描い て いく と イメ ー ジ し や すい で し ょ う 。 











トー ニニ ィ 陰影 も 大 切な 表現 の 1 つ 
で す の で 、 高 さ ・ 奥 行き を 
考え て 陰影 を つけ まし ょ う 。 


月 月 A 
韻 に の 


欠 を 7 





②③ 後 ろ ・ 終 め 顔 ・ 横 族 (右向き ) 


左 ペ ー ジ の キャ ラク ター の 後ろ 姿 と 、 斜め と 横 の 向き を 右側 に 変え た 作例 で す 。 


ーー 





NN | 
か 
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o どこ か ら 見 て も 
自然 な ボー ズ 


ある ポー ズ を 描い た 時 、 実際 そん な 風 に 見 える の か と 不安 に な る こと が あり ます 。 そ ん な 時 は 、 前 ・ 横 ・ 後 
ろか ら と いう よう に いろ いろ な 角度 か ら 考 えて みる と 、 自然 な ボー ズ が 描け ます 。 





②③ 同じ ポー ズ を 角度 を 変え て 描く 


下 の 完 成 ポ ー ズ を 別 の 角度 か ら 描い て み ま し ょ う 。 






久 。 ち 5 応 ) Av 包 と 付 り 2 
そ 2Zj3L ェ う 
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正面 ・ 横 向き ・ 後 ろ 向 き を 想像 し て スケ ッ チ が 描け た ら 、 角度 、 流れ 、 身 体 の 
反り な ど 、 い くつ か ポイ ント を 決め て 、 最終 的 な ポー ズ と 見 比べ て みて くだ さい 。 
この 方 法 が 身 に つけ ば 、 キャ ラク ター を 動か すこ と も で きる よう に な り ま す 。 





ン と 上 ゆけ 
タバ ます 


横 か ら 見 る と 、 身 体 の 反り 具合 
な ど が よく わか り ま す 。 











時 
3 な っ 
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/ 
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メー 若 発 理由 びき ac 


会 、 





う 、 さま ざま な 動き の 
2U ポー スズ 


いろ いろ な 動作 を まとめ て み ま し た 。 押し た り 引い た り し た 時 の 力 の か か る 方 向 と 体重 を か ける 方 向 、 動い 
た 時 の 重心 の と り 方 と 体重 移動 、 シ ワ の 動き な と を 考え て 描い て いき まし ょ う 。 








9 
② つ 蹴る 


重心 バラ ンス と フッ トワ ー ク 感 が 大 切 で す 。 


入 二 , 








少し パー ス を きか せ て み ま し た 。 


070 






2 の を を 刀 
大 て A どす, 


2e/ 衣 


旨 納 還 / の 


A 


" 親 呈 人 AG 


6 
し SI 記 ( 
) 


②③ 踊 る 


柔らか い ラ イン と 軸 を と り 、 動き の 表現 を し まし ょ う 。 


足 信 sy 


絞 , や 動 3%. 
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20 


メー 汗 Sok 遇 計 許 0k 放 Ok 


20 | さま さま な 動き の ポー ズ 


②③ 押す 


SS 


ーー ン バ 
、 
ペーーー 


べ 、 
My 


周 利 た 角間 0 っ 」 


NN 。 乱 湖 2 7 
ツ 


② つ 引っ 張る 


肩 ・ 手 ・ 腰 ・ 足 を 主 点 と 考え まし ょ う 。 
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こん ね 尽 ! に の 


ボー ル を 投げ る 0 こ 
了 章 き の 光 以 と / 





目線 の 方 向 
OO 
〇 
齋 り 前 らち 。 
八 告 ちと 
2 馬 D に 。 


メー 汗 Sk 時 叶 界 0kOt 


下ろ す 感 じ に 描い て いき ま 
し よう 。 


② 書道 を する 92 

腰 を 低く する こと で 下半身 に グ 人 きま 9 
に 全 和 を も た せ ぶす 。 4 | ん IN 29 
は 、 力 強く 筆 を 一 気 に 振り 所 NN 員 4 以 > ? 村 う 


放 あ n = ら He 


と ApK 寺 
(CA・ 本 葵 、 
まく 条 3 可 > 
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074 


う 」 「 一 生 」 の 顔 の 
描き 分 け 


年 齢 に よっ て 顔 全 体 か ら 見 た パー ツ の バラ ンス は 違い 、 目 ・ 鼻 ・ 口 それぞれ 
の 位置 、 頭 部 に お ける 目 の 高 さ が 変 わり ます 。 年 齢 に 合っ た 顔 の 描き 分 け を 
心がけ まし ょ う 。 全身 像 も 参考 に し て くだ さい 。 つら 思春 其 


② つ 赤ちゃん ・ 幼 児 


頭 部 の 2 分 の 1 以下 に 顔 パ ー 
ツ を 集め て 、 頭 を 大 きく 描く こと 
が 幼い 顔 を 描く コツ で す 。 





頭 の 2 分 の 1 に 目 を 置く こと 
に は 変わ り は あり ませ ん が 、 
目 が 少し 小さ く な り ま す 。 


9 少女 

幼児 に 比べ て 少し 成長 し て 
いま す の で 、 頭 の 2 分 の 1 に 
目 を 置き まし ょ う 。 


記 


4 









②③ 成人 


目 の 位置 は 変わ りな い の で す が 、 
鼻 の 位置 が 少し 下がっ た 感じ に 
な り ま す 。 





② う 老人 


老人 の 場合 は 少し 描き 方 を 変え まし ょ う 。 
どちら か と 言え ば 、 リ アル な 描き 方 に な り ま 
『958 鼻 も リア ル に 描き 変え まし た 。 


ンー、、 


0 
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で 
世 
コ 


ト う 


リー 


き 潤 中 避 9 選 S「 時 | 


22 自然 な シワ の 描き 方 


ン ワ を 描く 際 の ポイ ント は 、「 シ ワ の 流れ 」 で す 。 布 が 高い 所 か ら 低い 所 へ 落ち る 際 の シワ の 流れ 、 布 を 折っ 
た 時 の シワ の 流れ な と さま さま で す が 、 シ ワ の 入る 理屈 を 理解 する と 簡単 に 描け ます 。 





②③ 北 ら か く 身 体 と の 密着 度 の 低い 服 


全体 的 に ふわ っ と し た 感じ で 描き まし ょ う 。 
シワ は 高い 所 か ら は じ ま り ます 。 P80 の 
「 シ ワ の 表現 方 法 」 を 参照 し て くだ さい 。 









< D 
LC 
 。 


スリ 十 / 
8 を 3 て 


| ひい パ 作 4. 
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〇 ② ある 程度 密着 度 の ある 服 


上 半身 と 下半身 の 服 と 身体 の 密着 度 の 違い を 
描き 分 ける よう 心がけ まし ょ う 。 


2 つの シワ の 流れ の は じ ま り 


1 この よう に 肩 か ら 服 が 外れ た りす る と 、 
RE シワ の 流れ の た る み が 集まり 、 い くつ 
も の 山 が で きま す 。 


耳 





祭 あ / た 
an つる みよ 。 


こん 7 が 


つの と の 


⑯⑦ ク 


人 り テ に 儲 














シワ が 集まっ て 
山 に な り ま す 。 


ひじ も 、 曲げ る と 
[高い 所 」 と 同じ と 
考え て くだ さい 。 


命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テク ニッ ク 077 


PART 1 


人 


ok 喜 SN 党 発 想 


* 22 | 自然 な シワ の 描き 方 


②③ 身体 と の 密着 度 の 高い 服 


服 が 引っ 張ら れる イメ ー ジ を 強く 描き まし ょ う 。 





②③ 柔らか い 部 分 と 密着 度 の 
高い 部 分 が ある 服 





少し 身体 を 柔らか く た る み の 
ひね っ て いま す 。 ある 部 分 
| る 
な 
シ 
ワ 
PF の 
2: あ / ト 4 描 
張り の ある 部 分 き 
方 
2 





キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 079 


Part 1 


ノ 2 | 自然 な シワ の 描き 方 
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② う シワ の 表現 方 法 
シワ の 流れ に は 法則 が あり ます 。 
それ は 、 高 い 所 か ら シ ワ が は じ ま 
る と いう こと で す 。 高い 所 が 2 つ 
あれ ば 、 シ ワ の 流れ は 2 つ で きる 
と 考え まし ょ う 。 





2 つの シワ の 流れ 


1 


"ひじ な ども 、 曲げ る と 
「 高 い 所 」 と 同じ 扱い で す 。 


ルク アス アルク 





下 だ つり 上 が っ て 
シワ が で きる 場合 
も あり ます 。 








③ 動 く ン ワ の 描き 方 


作例 の よう な 場合 は 、 中 心 部 で 空気 を 
と り 込 み 、 外 側 へ 流れ て 行く よう な 感じ 
に な り ます 。 





1 点 の 高い 所 か ら 下 へ 流れ る 
シワ の 流れ を 意識 し て 描き ま 
じ よ お う 。 ぁ 





PART 1 


22 


周壁 SN 守 祭 


| / : 2 点 の 高い 所 か ら 
下 へ 流れ る シワ で す 。 





シワ の 動き を 
見 失わ な いよ うに し まし ょ う 。 
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も | 上 
EEKY4 








1 桑 ら か 身体 


女の子 を 描く うえ で は 、 や は り 「 和 柔らかい 身 体 」 が 大 切な ボイン ト と な っ て きま す 。 胸 な どの 前 面 パ ー ツ だ け 
で な く 、 背中 や お 尻 な ど 背 面 に も 女性 らし さ の 要素 が た くさ ん あり ます 。 





〇 肩 の 描き 方 
肩 は 割合 と 前 後に 大 きく 動き ます 。 ンー 


害 
の 動き で 柔らか さ を 表現 し まし ょ う 。 ) 





[ 胸 を 閉じ た 時 > 
人 
\ 才 有 nan・ N 


包 る 付く 
3 き は し と つ 。 〆 





閉じ た 肩 
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③ 胸 の 描き 方 


女性 の 胸 は 、 前 に 出 て いる だ け で は あり ませ ん 。 
胸 の 重み で 下 に も 下がり ます し 、 あ お 向け に な 
る と 横 に も 広がり ます の で 、 そ うし た 点 に 注意 し 
て 描き まし ょ う 。 


胸 を 開い た 時 


胸 の / CS と 
5 と 


鶴 一 > ( ンプ 
つう 。 了 が | 
p ' 光 9 

合せ て 上げ 2 ーー 


て 


MA 


か 
AN ( 
か) 


/ 


胸 を 下げ た 時 
胸 の 谷間 を 描き 込ん で ボ 
リュ ー ム 感 を 出し まし ょ う 。 


プラ 3 で て * 


Sb 


-& を 衝 
どの" チン そり 





ュ 
ペー 


メ 


ー デ 


ニニ ーー っ S 


PART2 


代 と き ざ 激 


原 と 湖 顔 を 
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| 01 | 柔らか いり 身体 


3③ 腰 の 描き 方 うお 尻 の 描き 方 

腰 の くびれ も 大 切 で す が 、 骨盤 の 出っ張り お 尻 は と に か く 丸 み が 大 切 で す 。 パン ツ の 
を 描き まし ょ う 。 こ れ に よっ て リア リティ が ライ ン も 大 切な 表現 方 法 の 1 つ な の で 利 
倍増 し ます 。 用 し まし ょ う 。 





③⑬ 足 の 描き 方 


足 は と に か く 色 っ ぽ さ を 大 切 に し て 
描き まし ょ う 。 






足 の 基本 ライ ン 
ひざ は 平行 で は な い の で 気 を つけ まし ょ う 。 


ee 


過 る を さき 所 と 
き 乱 やう, 
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②③ 腰 ・ お 尻 ・ 足 の 作例 


女性 らし い 柔 ら か さ を 意 識 し て 描き まし ょ う 。 
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| 01 | 柔らか い 身体 


③ 腕 の 描き 方 


回 転 を か ける こと で ひじ か ら 手 首 に か け て の 筋肉 の 流れ が 変わ り ま す 。 そ の 点 に 注意 し て 描き まし ょ う 。 プ 





内 の : 久 届 を 5 
を 1 落 33| ょ や / 


ee 


っ 





2 
で 


2 周 和 は た よ 。) 
MM ん 含 か り # ] 0 
(で 生 せ て / 






② 柔らか さ を 表現 する た め の ア ング ル 


柔らか さ を 表現 する に は 描く 角度 も 大 切な 要素 で す 。 
身体 の 前 後 で 表現 で きる 内 容 が 異な る の で 、 ど こ を 中 
心 に する か を 決め て 描く こと が ポイ ント と な り ま す 。 






ボリ ュー ム 感 と 身体 の デフ ォ ル メ を 
行う た め に アオ リ で 描い て み ま し た 。 


お 尻 の ボリ ュー ム を 強調 する た め の 
角度 を 考え て 描き まし ょ う 。 
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U ノ 自然 な 背骨 の 流れ 


自然 な 身体 を 描く に は 、 ます 背骨 の 流れ を 考え る こと が 大 切 で す 。 重心 も 考え た うえ で 背骨 の 流れ を 決め 、 
身体 全体 の 流れ を 考え な が ら 肉 を つけ て いく 感じ と 考え まし ょ う 。 





② 背骨 を 描い て 身体 の 流れ を 決め る 





) まず は 、 背 骨 の 流れ を 
考え まし ょ う 。 


AA 
人 


7 人 






育 骨 を と ら え て 描く 

上 の イラ スト を 描く 場合 、 こ の よう な 骨 人 
間 を 描き ます が 、 ここ で 全体 の 流れ を イ 
メー ジ さ せる の が 背骨 と いう こと に な り ま 
す 。 身体 の 形 は この 時 点 で 決ま っ て し ま 


うこ と を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
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PART 2 


自然 な 身体 を 描く 
背骨 の 流れ 一 身体 全体 の 流れ 一 肉 づけ 
の 手順 で 描き まし ょ う 。 





さ 導 ら 刺 避 交 革 に 


②③ 導 育 の 背骨 の と ら え 方 


自己 流 猫 背 の 描き 方 を 体育 すわ り で 説明 し て み ま し た 。 背骨 を 理解 する と 、 頭 の 
つき 方 か ら 腰 ま で の 流れ を と ら え られ 、 自然 な ポー ズ や 動き が 描け り る よう に な り ま す 。 
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03 美しい 背中 


女性 らし い 美 し い 育 中 の 描き 方 を 見 て いき まし ょ う 。 男性 の 身体 も 女性 の 身体 も 直線 で 形成 され て いる と 
ころ は あり ませ ん が 、 女性 は 特に 、 いろ いろ な 丸み の ある ライ ン の 表現 が 大 切な 要素 に な り ます 。 





② ド レス を 着 た 女性 の 背中 
女性 の 背中 は 、 前 向き に 比べ て より 女性 らし さ が 出 ます 。 gh ドレ ス ア ッ プ し た 女性 で す 。 
その 点 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 ドレ ス は 女性 を 可愛 く 美 し 
く 見 せる こと が で きま す 。 
女性 らし さ を 思 い 切 り 詰め 
ツ グ 込み まし ょ う 。 





沿 ス =AS と 時 に ] 
朋 に か けり < す 考 い / 5 」 ニ 。 腕 は 


しゃ ある 9?" 生ま 
気 を 付け Z。 2 
5 ま クム % 必 VA 川 
に りら 人 と 中 3 


り 


敗 A(7 を の 

の と の NS つ 恩人 時 た 

UK 租 A ゅ 。 
で 


づ N を 見 ろ n に 区 
剛 
3 
(WS せん / ,。 

人 ぼる 3( け 尺 ・ 

訟 0 
は?" 
と 

va で 


092 


② ド レス を 着 て 振り 向い た 女性 の 育 中 


振り 向い た と ころ で す 。 よ く 振 り 向 き 過ぎ て 描い て し まう こと が ある の 
で 、 首 の 回 る 角度 と 肩 の 向き を 考え て 描く よう に し まし ょ う 。 





(| 生計 軸 か (貞和 作 を る と 


了 -/ 衣 語 C で の WM3。 
」 03 
( < 


6 の いや 人 パ - ト 、kLXR. 
巴 ぇ く 折 3 ま ビ メア 


用 ふら 5 下がる 
イメ - = の" ン も 


h プ ッ と し 仁 穫 . じ に 


革 避 と て 準 
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3 | 美しい 背中 
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② シャツ と パン ツ 姿 の 女性 の 育 中 
身体 の 流れ が 消え や すい た っ ぷり し た 服 を 描く 時 は 、 常に 身体 の ライ ン を 
考え て 、 服 と 身体 の 流れ が 消え な いよ うに 描き まし ょ う 。 


移さ 

表 角 を 答 。 
ツン AA 
ガ プ 1 す ほ う 。 





則 ご : 


KN< ら は S" 
て 大 です 。 

人 ふく 6 みね カッシ 
*v く を え ? | 
需 しょう 。 い 

( 移 内 6 場合 A ど る < の > ) 


こ 








勿 に 

2 し て 者 維 
/ た ライ ね 
用い は う , 


性 a 環 人 


志 ぶ こ か 
大 が な 2* 

人 C あ あ 。 ヵ 系 AA も 
S ラ レ ね と 7* 
7 げ 3 り を 取っ 
人 / 


久 う 同 え の 最大 の 
績 5 ナム お 及 は 
人 めで す 。 
史 秋 5( く < 条 ?w< 
聞き まし ウ 5 


[応用 2 
② 限界 まで 曲げ た 美しい 背中 


背骨 の ライ ン を 美しく 描く こと で 、 美しい 背中 に な り ま す 。 








ゆか 5 見 た 廊 
ンー 向 銀 を 導 33. 


と < を 大 の 9 
へ 、 負 % 付 人 6 きも 
詳 際 、 し らら の 
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4 可愛 いす わり 方 


女の子 を 可愛 く 表現 する ポー ズ と し て 、 す わり 方 が あり ます 。 女の子 らし い 少 し ガー ド し た すわ り 方 も あれ ば 、 
ノー ガー ド の 気 を 抜い た すわ り 方 も あり ます 。 状況 に よっ て 描き 分 け て いき まし ょ う 。 


② う イス に すわ る シー 

イス に すわ っ て 本 を 読ん で いる 女の子 で す 。 

本 な どの アイ テム を 持た せる だ け で 、 女の子 | \ 
の 魅力 度 ア ッ プ で す 。 相 『 麗 」 


ウ ( 服 で 開く 
7 くい 


る で (か を 。 


ポ 入 か ら 


得 KW"2 
秦 ふた ズ スカ 和 層 。 
ま 的 ka 須 く コ > 的 


ut (人 罰 " 
せ q3 』 内 出 mW 
ええ く 氷 3 ん 





⑬ 女の子 すわ り 


わり と 普通 の よう で す が 、 女 の 子 の 
可愛 らし さ の 出る すわ り 方 で す 。 


25, 

の グ )MEU。 
ぶ う 2 仙人 誰 
を し ( 人 還 6* 


5 
/ UN 
M”* M 

* N 
うつ ベッ タン すわ り 


見 た 目 に も 可愛 いす わり 方 で す 。 女の子 の 
可愛 さ を 引き 出す の に いい ポー ズ で す 。 





財 こ すら 細 局 










2 ウ ア < 
0 リリ 

W 語 。 「 < 人 9 
中 委 さも 5 
た て &J3LS 
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04 | 可愛 いす わり 方 


〇 体育 すわ り 9 
違 に の 司 き た 城 た 

体育 すわ り は 、 ちょ っ と し た 描き 方 の 違い で 8 

可愛 く 見 えた り 、 落ち 込ん で いる よう に 見 え 太 け ね の に 天 る &A/ が 


た り し ます 。 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 


欄 に 届 A か 0 
だ 


体育 すわ り を 描く 場合 、 少 し 前 屈み に な る 
こと を 意識 し て 描い て みて くだ さい 。 下図 の 
よう に 、 足 で 三角 形 を 形作る こと で 安定 を 
出す こと が で きま す 。 


。。。 放 G 


ナ を ひで の 冬 3 た WW る だ け ⑦ 


N し ペ ママ "| 邊 < 叶 96 ん か 。 
いう 1 の 7 や 0 まっ 00 ポ 
ぞ ぇ くみ 2 の を 芝 Ln いっ け [. 
N 
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② しゃがむ 


し ゃ が ん だ ポー ズ は 、 内 面 的 な 表現 を 出す 
すわ り 方 と し て 考え た 方 が 使い や すい で し ょ 
う 。 





慎 こ す 慎 細 司 


呈 p 議 き 5 
病 向き > 
TP FE 仙 \ , 
人 
くさ 人 すく 
音 計 しょう 
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| 04 | 可愛 いす わり 方 
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②③ 足 を 組ん で すわ る 


お 姉さん ぼく 見 える すわ り 方 で す 。 足 を 美 し 
く 見 せ た い 時 に 使う と よい で し ょ う 。 








明 と か し <mss 揚 忌 際 る & と 


了 2 提 た 組む" 
と 和 77 や ノ つ を WM08n 
で 3 ンー 昼 に 366 に を 


_ 食 、。 AA 代り ?2 。 





うつす わり 方 で 性 格 を 描き 分 ける 

すわ り 方 も 、 性 格 に よっ て 変わ っ て くる の で は な いで し ょ うか ? ーー 多 た 

ここ で は 、 その 描き 分 け の 例 を 紹介 し ます 。 全体 的 に 開 牙 的 な 悪し に 
描き まし ょ う 。 







気 が 強 くも な く 編 くも な い 
普通 の 子 で す 。 


AA 
半 C た > 
いい に 










ナ を の 9 人 下 ( た 移し 。 \ 
| で WMWJ ル 婦 ー 1 ) 
(6) 
りな 87 
に VS 
癌 ) た 
/ 人 ww . ゆ (し 
」 qa 先 っ 
和 M 0 更 は は う 
北 委 < ビ 
0 『g ン ソ 角 』 Te ば リ 
月 は 丈 あ た た 司 2 
穫 じ lc の 半 C2 ろ 万 に 。 
N> の 
と ろ み 気味 j に し 2 
貞 個 日 +x 


胡 現 , の 


いび 


靖 が ( 2 
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5 可愛 い 寝 方 ・ 眠 り 方 


女の子 の 寝顔 ・ 寝 姿 は 可愛 らし いも の で す 。 動き を も た せる た め に 、 布 団 や クッ ショ ン な ど と か ら め て 描く 
の も よい で し ょ う 。 少し 身体 を ひね ら せ て 、 女の子 らし い 可 愛 い 寝 姿 を 描き まし ょ う 。 





② あ お 向け 


いち ば ん 自然 な 寝 方 で す 。 力 の 抜け た 所 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
の 
N 


(へ 
和 

PR 
朋 wz り 7 く 


本 5A を 有人 


zott ング 
] 人 









V つ こん が 和 : 稚 で 
静 2 9, 





②③ 枕 を 提 き か か える 


枕 の 柔らか さや 身体 の 包み 込み を 考え まし ょ う 。 





所 の か 2 る >2 拓 * 矯 う が OS . 大 で 表現 大切 で 3。 


102 


② う つ 伏 せ 


前 向き に 描い た り し て 立体 感 を 出す の も よい で し ょ う 。 





⑬ 身体 を 丸め る 


足 ・ 肩 の 曲げ 方 、 手 の 柔らか さ を 考 えて 描き まし ょ う 。 


少し 上 か ら 見 た と ころ で す 。 
お 尻 な ど が ポイ ント に な り ま す 。 


に 


NN 


矢 と が 

動 3% 般 上 > 
せみ 3 の 符 帆 
表現 し し の 
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慎 こ 区 ・ 寸 潤 と 帳 司 


1 可愛 い 食べ 方 ・ 
飲み 方 


女の子 の 食べ 方 ・ 飲 み 方 に も いろ いろ 特徴 が あり ます 。 食べ 物 ・ 飲 み 物 に よっ て も 違い ます し 、 年齢 に よっ 
て も 違い ます 。 食べ る 場所 に よっ て も 変わ り ま す の で 、 よく 観察 し て みる の も よい で し ょ う 。 





② ア イス クリ ー ム を 食べ る 


た だ アイ ス を 食べ て いる 絵 で も 、 
学校 の 帰り 道 な ど と シチュ エー ショ 
ン を 考え て 描く と 、 物語 設定 が で 
き て いい で し ょ う 。 





スズ て 役 ふ Z3 
好 て 7 


上 は 鍋 。 
% り Jp 
特 そ 胡 So く 妥 g 


| 
WW /A で $ 市 - ス 
起り きけ つゆ ズ 


の けさ すす 。 2 W 
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ニ Eee ヽ 『 ぇ 
② コー ヒー を 飲む あい 


学校 や 会 社 な ど で は 話せ な いこ と を カフ ェ で 。 楽し く コ ー ヒ ー 密 会 」 の シー ン で す 。 
会 話 を し て いる の で 、 目 株 を 合わ せま し ょ う 。 “24 みい 


UM 天 。 SS し は 
おえ くめ 0 
うん っ て 災 り 02777 か ん 






3 
の 3 (2 
た 人 る ⑨ 1 
補 PO 友 ぎ きっ, Na 
サル た * | 生計 
いて 。/ 9 





* て を * 


で すり. 
の 





光吉 ・ 填 み 感 と 陣 司 


② パフ ェ を 食べ る 
「 パ フェ 、 少 し ちょ うだ い … 」 と お ね だ り し て いる シー ン で す 。 目線 は スプ ー ン の 
動き を 追っ て 、 パ フェ が ほし いこ と を アピ ー ル し ます 。 


ef Q 付 6 


/ N り ) 
る が pn/ ノ 7 
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ト 06 | 可愛 い 食べ 方 ・ 飲 み 方 


ノン へ) 〇 ジュ ー ス を 飲む 後ろ 姿 


ンー 





ン 後ろ 姿 も 大 切 で す 。 
(| ! 
| 
N NM 
ん 。 | 人 ^ 
よ 欠 4Xc で 信太 
な = KS 
夏 > 上 レ 


Ne 2Nk 反 訪 選 に 
973 3 6 
SS 


で 


髪 を か き 上 げ て ラー メン を 食べ て いる 所 で す 。 


| 人 1 少し で も 表情 豊か に 描き まし ょ う 。 
で ぐさ 


症 の て 
4 で 
ハン の 座 S た 
プン の 久信 / 
が 人 つ 
気付 けつ / 


ぺ ガ / 〇 ラー メン を 食べ る 


更 < 矢 > れ , 
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② い ろ い ろ な 飲み 方 立っ て ペッ ト ボ トル を 飲ん で いる 所 で す 。 


こども ゃ ぽく スト ロー で ジュ ー ス 作 チ ュ ヘ ッ ど と 


吸い 上 げ て いる 感じ で す 。 | 
ア 





// 


で 
リ 


少し 大 人 っ ぱく カウ ンタ ー で 加 

アイ スコ ー ヒ ー を 飲ん で いる 

所 で す 。 ペ 

W 6 
飲 

NN み 

方 
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7 可愛 い 着 替え 方 


着替え 方 の 可愛 い 表現 を まとめ て み ま し た 。 衣服 の 種類 や その 人 の 習慣 に よっ て 着替え 方 もちい ろ い ろ で 
す 。 日 常 の 着替え の 動作 の 中 か ら 「 ら し い 」 行 動 を ピックアップ し て いく と 描き や すい で し ょ う 。 








② ブ ラウ ス を 脱ぐ 


ブラ ウス の ボタ ン を は ず し て いる 所 で す 。 
目線 は ボタ ン を 見 て いる 感じ が いい で 
じ 寺 及 。 


プラ ワウ ス えみ も 
へ さ MM かい 
引 狂 か を 。 


上 に 
六 
し て 2 て" 

た は 多 
示 了 ゆ 備 Zd 


に 
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〇 パン ツ を は く の PS 
背 の 美しき を 描き まし ょ う 。 / み 狗 


品 頂 
の 胡 as ビー ジラ / 


大 功 で 3 , D 生じ し 
SN (し た 
い を て 


ト mm す 3 の 。 


oo 


うつ T シ ャ ツ を 脱ぐ 
服 を 脱ぐ 途中 で す 。 上 着 と 下着 の 描き 分 けが ーー 
必要 と な っ て きま す 。 
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(es: 
に 
会 、 


mr 嘩 避 陣 司 


y 07 | 可愛 い 着替え 方 


② ブー ツ を は く 
最後 の は き 具 合 を 見 て いる と ころ で す 。 
手 で 身体 を 支え を て いま す の で 、 身体 の 
バラ ンス を 考え て 描き まし ょ う 。 





② ニー ソ を は く 


ニー ソ を 太もも まで た く 
し 上 げ て いる 所 で す 。 





デス 約 チ と こい 
今 く 0 も 3 す 1 マッ で 
$ 謝 前 仏 み c 『" つ 。 
Cu すす 。 
し 7 
き 
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②③ 着 替え の 連続 シー ン 「 制 服 の 脱ぎ 方 」 


リア リティ の ある 着 替 え を 演出 し た い の で 、 目線 は な く 、 の ぞい て いる 感じ で 描い て いま す 。 まず は 
最後 に 身 に 付け た で あろ う リ ボン を は ず し 、 次 に 上 半身 か ら の 流れ で ベス ト な ど を 脱い で 、 下半身 
へ と 。 衣服 の 重なり 具合 か ら 、 ス カー ト を 脱い だ あと ブラ ウス へ と いう 流れ で 描い て み ま し た 。 





4 
可 
愛 
5 
着 
替 
① ま ず は あせ ら ず リボ ン を ② 次 に ゆっ くり リボ ン を ③ 次 は いよ いよ ベス ト の 《④ ボ タン を は ず し た ら 、 ゆめ っ 
首 か ら ゆ っ くり は ず し まし ょ と っ て お きま し ょ う 。 ボタ ン を は ず し て いき ます 。 くり じらし な が ら 脱 いで いき 
う 。 まし よう 5 





⑤ 次 に スカ ー ト を 回 し 、 (⑥ ス カー ト を ゆっ くり 下げ 、 ⑦ ブ ラウ ス の ボタ ン に 手 (⑧⑤) こ こま で 来る と も う あ な 


ファ スナ ー を 下ろ し ます 。 少し 胸 の ふく ら み を 強調 ! を か け ま す 。 この 時 、 ブ ラ た に メロ メロ で す 。 
この 時 、 ス カー ト を 少し 上 ウス と パン スト の コラ ボ に 
げ て みる の も いい で し ょ う 。 男子 は 釘付け で す 。 
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8 頭 部 を 立体 的 に 
可愛 く 描く 


アニ メ や マン ガ な ど と を 見 る と 、 卵 形 の 頭 部 に 沿っ て 目鼻 口 が つい て いる と 思わ れる 人 も 多い で し ょ う 。 で も 
それ で は な か な か 立体 的 に 表現 で きま せん 。 骨格 か ら 考 える よう に し まし ょ う 。 





②③ 頭 部 を 可愛 く 描く に は 









フカ ン は 頭 を 大 きく 、 顔 を 小さ め に 。 横顔 は 奥 の 目 を 描い て 奥行 き を 見 アオ リ は フカ ン と は 逆 に 顔 を 大 きく 、 


せ た 方 が 立体 的 に 見 えま す 。 頭 を 小さ く 。 


目 の 位置 と 描き 方 






お みた なめ と 


必 月 ブ 功 )) 
旬 みか 
肌 く 3 と 







頭 の 上 部 を 大 きく と っ て 、 目 の 位置 を 
2 分 の 1 以下 に お く と 可愛 く 見 えま す 。 






目 は 眼球 の 丸み を 考え て 
0 描い た 方 が より リア リティ 
が 出 ます 。 


電 放 は 仙 , 委 | を つう? も 





(2 


3 横顔 を 活か し た イラ スト 





PO 。 


肌 嘆 丈 装 苦 王 ロ 避 肢 て 揚 ン 


こと な だ で 立 


体感 と 奥行 き が 出 ま す の 
識 し て 描き まし ょ う 


横顔 を 描く 際 に も 、 向 こう 
意識 


側 の 目 を 描く 





676S 
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0 加 き 込 む イ ラス ト 上 達 テ クニ ッ ク 





jo 女の子 らし い 
可愛 い 髪 和 


女の子 らし さ を 引 き 立 て る 髪型 を まとめ て み ま し た 。 髪の毛 を 下ろ し た 時 と 上 げた 時 で は 女性 の イメ ー ジ は 
と て も 変わ り ます 。 可愛 らし さ を 描く 重要 な ポイ ント で す の で 、 いろ いろ と 観察 し まし ょ う 。 





ゃ 髪 の 流れ 
② ロ ング へ アー 上 


3 つ に 分 け て 考え る と 
わか りや すい で し ょ う 。 


ミニ ーー 





② ショ ー ト へ アー 


mx っ c29ce き xs 3 
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②③ ツインテール 
セン ター で 髪 を 左右 に 分 ける こと を 意識 し て 描き まし ょ う 。 
自然 と 明 の 流れ が 見 えて きま せん か 。 


7 23 


も 4 ! (623 My り 


と グ RB 


AN 


② ボ ポニーテール 


頭 の 後ろ で 髪の毛 を 1 点 に まとめ る こと を 意識 し て 
描き まし ょ う 。 








前 髪 サ イド 


② お だ ん ご 


髪の毛 を た ば ね る まで の 髪 の 流れ は ポニ ー テ ー ル と 
一 緒 で す 。 た ば ね た 右 の 毛 を 二股 に 分 け 、 互 い に 
逆 回 転 に 巻き 込む タイ プ で 描い て み ま し た 。 
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PART 2 


っ 


貴 栗 と 融 司 と ご こ マ 届 8 対 


1 顔 の 表情 いろ いろ 


キャ ラク ター の 代表 的 な 感情 表現 と し て 「 喜 怒 豪 楽 ] が あり ます が 、 そ れ 以 外 の 何気ない 顔 の 表情 も 大 切 
で す 。 自然 な 感情 表現 の 例 を いろ いろ 挙げ て み ま し た の 参考 に し て くだ さい 。 





②③ 「 喜 」 の 表情 





顔 は 上 向き の 方 が 「 喜 」 を 表現 し や すい で し ょ う 。 
うつ 向き で も 目 と 口 を 大 きく 開い て 笑顔 で ! 


! 2 
NXー 選 グ の に 
ic 


口 を 大 きく 開け て 笑う 時 は 、 口 を 顔 の 2 分 の 1 ぐら い 
の 大 き さ ま で と っ て 描い た 方 が 、 明 る く て いい 表情 


が 描け ます 。 
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②③ 「 六 」 の 表情 


[ 怒 」 を 描く 時 は 、 肩 に カカ が 入っ た 感じ に する と 
表現 し や すい で し ょ う 。 


が 結っ 
ご 2 る 太 


PART2 


ー ス 


人 ム つ 


/ 





和 粘 S 選 


いと ぴ ン 


み け ん に シワ を 寄せ て 「 怒 」] の メラ メラ 感 を 。 


「 怒 」 を 表 に 出す 時 は 、 前 屈み に 表現 し まし ょ う 。 顔 
は パー ツ が 外 へ 広がる 感じ で す 。 





| 怒 ] が 爆発 ! 顔 を 少し 大 きく し て 奥行 き 感 を 。 
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ルレ 1 | 顔 の 表情 いろ いろ 


②③ 「 哀 」 の 表情 
「 衣 」 の 表現 は 内 に 込め た 感情 を 
表 に 出す まで の 過程 で す の で 、 い 
ろ いろ な 表現 が あり ます 。 
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ン 和 3 3 「 楽 」 の 表情 


「 楽 」 を 描く 時 は 、「 フ フフ …」 と 楽し げに 微 
笑 む 感じ に し まし ょ う 。 


| 放 叫 須 gEps 
ーー 間 則 3< 彼 完工 


お 





少し 肩 を ふる わせ て 、 心 の 中 か ら 込 
み 上 げ て くる 楽し さ を 描き まし ょ う 。 





欧 。 時 に 
し ツ 入 "等 32 
記 い 7 
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Part2 


10 | 顔 の 表情 いろ いろ 


うつ さま ざま な 表情 





驚き 
目 を 大 きく 開き 、 キョ トン と し た 感じ に 。 





返答 
思い に 悩み 、 周り が 見 えて いな い 
感じ に 。 感じ に 。 





心 の 思い を 空 を 見 上 げ て 考え て いる 感じ に 。 
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名 前 を 呼ば れ て 「 は い !」 と いう 





目 を 閉じ て 口 を 少し 開き 、 
[キャハ っ 」 と いう 感じ に 。 





いら つき 
心 の 内 側 で イラ イラ が た まっ て きた 
感じ に 。 





あか ん ベ べ え 
か わい く 舌 を 出し て 
「 あか ん べ え 」 と いう 感じ に 。 


が 
人 / 


和 「 





た そ が れ 興味 津々 あき れる 
遠く を 見 て 思い に ふけ っ て いる 感じ 興味 を も っ て じ て っ とこ ちら を 少し 口 を 開き 、 対応 に 悩ん で いる 
に 。 見 て いる 感じ に 。 感じ に 。 
の 
と 
| 
| 
sm 
_ チ t の ( 
ク 夫 


さむ! 


寒さ に 耐え きれ ず 、 思わ ず 口 に 出し た 感じ に 。 





集中 安 二 
何 か を 集中 し て 見 て いる 感じ に 。 
感じ に 。 





緊張 感 が と け て 心 に ゆとり が ある 


ゆとり 
心 が 落 ち 着い て 、 ゆとり の ある 感じ に 。 


尊敬 
尊敬 の まな ざし で 瞳 キ ラキ ラ と いう 
感じ に 。 


キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 1 21 


で 
と 
ユ 
1 


会 、 


邊 直 S 党 


WI2045 


は 、 顔 の 次 に 感情 を 表現 する 大 切な アイ テム で す 。 女性 な ら で は の 手 の し ぐさ と 指 の 動き で 、 キ ャ ラク ター 


感情 を より 豊か に 表現 で きま す 。 


「 手 で 感情 を 表現 する 


② 手 の 感情 表現 


7 人 合 / 倫 銀 有 


人 人 欠 


驚き 感動 ・ う れ し い けむ ・ 意 気 込 み 


蘭 和 0 ' 
山 、 員 


祈り ・ 願 い 寺 ・LOVE 


② 感動 ・ つ うれしい 


手 を 顔 の 前 で 合わ せ 、 直立 の 姿 で 感動 の 
気持 ち を 表現 し て いま す 。 う る うる き て る 感 
じ で す 。 





3 退屈 

も て あま し た 時 間 を 指 を さわ る こと で 解消 し 
よう と し て いる 所 で す 。 足 も 行き 場 の な い 
どっ ち つ か ず な 状態 で す 。 


で 
ーー デ 
コ 


6 


W 庫 震 較 簿 軸 へ 


es 
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身体 で 表現 する 


感情 表現 を 表す 言葉 に 「 喜 怒 豪 楽 ]」 が あり ます が 、 こ れ を 表現 する の は 顔 だ け で は あり ませ ん 。 し ぐさ な ど 
身体 を 通し て より 豊か に 「 喜 怒 衣 楽 」 の 感情 表現 を し て いき まし ょ う 。 





②③ 「 喜 」 と 「 楽 」 の 表現 


うれ し さ ・ 楽 し さ が 身 体 全体 か ら 伝 わっ て くる よう に 描き まし ょ う 。 





作る! 
よる 2 き の 」」 
屯 き と 


124 





2%L AR ah 05 


月 緑 を * ち ちゃ に 向 了 区 ィ * ン / 
尽 柄 0" 信 め リヤ く な ね り ます 


キャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 





で 
ーー デ 
コ 
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ト ひ 3 
会 、 


ぶ 庫 粘る コ 昔 地 選 源 知明 再 


12 | 詩 科 を 身体 表現 する 


②③ 「 有 」 の 表現 


肩 を 上 げ て 怒り を 表現 し ます 。 拳 を 握る な ど し て 
メラ メラ 感 を 出し まし ょ う 。 


月 a (かり 用" 
南谷 要 し 2 
いる 民 じ 。 
%X7 記 を の 





た 
Kit 
も つか A。 が っ 





②③ 「 哀 」 の 表現 


まさ に 葛 し さい っ ぱい と いう 感じ で 描き まし ょ う 。 
力 が 抜け て 無 抵抗 な 感じ を 出し まし ょ う 。 


ーー 
ユ 
。 ト つ 8 





の 品 粘 理 束 源 千 遇 再 


身 休 と 丸み っ 
蘭 き くず 中? 
邦 / で て いる 感 い 2 」 
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1 2 主人 公 の 感情 に 
合わ せ た レ イア ウト 


主人 公 の 感情 表現 を する うえ で 、 レ イア ウト も 大 切な 表現 方 法 の 1 つ で す 。 キャ ラク ター の お か れ て いる 
状況 ・ 環 境 な と ど 、 主人公 の 目線 に 合わ せ て レイ アウ する と 、 より 感情 が 伝わり や すく な り ま す 。 


② う 主人 公 の ぎ こ ち な さ を 感じ させ る レイ アウ ト 


主人 公 の 女の子 が 、 新 し い 友 達 と の 関係 に まだ どこ と な くぎ こち な さ を 感 じ て い る 状態 で す 。 
手前 を 大 きく 奥 を 小さ くす る レイ アウ ト で 主人 公 を 奥 に お く こ と で 、 主人 公 の 気持 ち が 「 受 け 
身 | に な っ て いる こと を 表現 し て いま す 。 

また 、 周 り の 女の子 た ち が 主 人 公 を と り 囲 むこ と で 主人 公 を 守り 、 友 達 と し て 受け 入れ て い 
る こと を 表現 し て いま す 。 


2 人 。 。 上 部 に 空間 を と っ て 
es。 広がり を 見 せま す 。 
ec 





【 ア イレ ベル ) 


アイ レベ ル を 低い 位置 
に 設定 し て ケー キ と の 
バラ ンス を と り 、 空間 に 
広がり を も た せま す 。 





最初 か ら ケ ー キ を 画面 の 中 に 入れ る 
こと を 考え た レイ アウ ト で す 。 





を キ さ 424a 四 wc 
@ き 30Oo yg 。 


主人 公 の 感情 に 合わ せ た レ イア ウト の 変化 





③ 主 人 公 の 心 の ゆとり を 感じ させ る レイ アウ ト 


主人 公 の 女の子 が 友達 と も 慣れ 、 お 互い 心 の 許せ る 仲 に な っ て いる 状態 で す 。 
主人 公 を セン ター 手前 に お く こ と で 、 グ ルー プ の 中 心 的 存在 に な っ て いる こと を 表現 し て いま す 。 









P 


グマ の 


アイ レベ ル を 高い 
位置 に 設定 し 、 下 
側 に 角度 を つけ る 
こと で 密着 感 を 出 
し て 、 仲 の よい 状 
態 を 演出 し ます 。 


V 字 に キャ ラク ター を お く こ と で 、 
奥行 き を 表現 し て いま す 。 
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テ す へ で て 計 ほ ざす 政 五 息 員 S 尺 と 膨 


1/ ふつ くら し た 
可愛 い キ ャ ラ 


古来 日 本 人 の 体型 は 、 安産 型 の 釣り 鐘 型 と いわ れ て いま す 。 釣り 鐘 型 体型 を 見 る と 、 温 か み を 感じ て 安 
心 し ま せん か ? そこ で 、 少し ふっ くら し た 可愛 らし い 体 型 の 描き 方 を まとめ て み ま し た 。 





②③ 立 ち ボ ー ズ 


寸胴 体型 、 筒 型 の 体型 を 意識 し て 可愛 く 描 きま し ょ う 。 
どちら か と いう と 、 姿勢 の 悪い 方 が 可愛 いで し ょ う 。 
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② す わり ボー ズ 


すわ り ポ ー ズ も 筒 型 を 意識 し まし ょ う 。 
全体 的 に 丸 っ こ く 描く こと が ポイ ント で す 。 










側 。 
旧家 が 
/ の 見 決 和 ほう,。 


石 チ は に 
奥 に 抽 A( ち 


(mi ) 静 L 大 >。 後 6 箱 ku う 





後ろ 向き も や っ ぱり 
筒 型 ポ ボッ チャ リ で 。 





ンコ 交 需 導 (< 
の 欠 そ 計 認 く 
NN 6 


ーー 
づつ 
2 PS 


山 さ せら 由 司 は ご へ JO 
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1 お リア リティ の ある 
デフ ォ ル メ 絵 


デフ ォ ル メ 絵 に リア リティ を も た せる コツ は 、 デ フォ ル メ 絵 で も 表現 上 必要 な 所 は 必ず 描く こと で す 。 デフ ォ 
ル メ 絵 で も リア ル 絵 で も 、 表現 的 に は あま り 変 わり は あり ませ ん 。 





② 表現 すべ き と こ ろ は し っ か り 描 く 


顔 ・ 顔 の 輪郭 ・ 髪 の 毛 な ど 、 描か な けれ ば いけ な い 部 分 は 
リア ル 絵 と 同様 、 し っ か り と 描き まし ょ う 。 


オリ ジ ナ ルキ ャ ラ の 場合 は 、 思 い 浮か ん だ 
キャ ラ を 描い て 終わ り で は な く 、 い ろ い ろ な 
パタ ー ン を 描い て 「 泥 臭い | (最初 は 泥 臭 
い ぐ ら い が い い の で す ) キャ ラ を アカ 抜け た 
キャ ラ に 変え て いく こと が 大 切 で す 。 これ 
は 大 変 で す が 、 い ちば ん お も し ろ い 所 で も 


ン 22 支 現 
意 s ぁ 月 
り ア yr 引く へ 





呈 の 袖 きち た て 

< あ る と は 
NEPAS 

7 信 ル X 徐 a 絢 A 的 
表現 を 損ね る る 擬 n 
李 め @ 包 y)a や AA ーー バハ U 
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② 表情 ・ 動 きも し っ か り 描 く 銘 弄 も 英 人 は あ 込 ・ 
PC BoaeCo0 ア 4 Nr&KD」 
ZZ ます ナ 






た 帆 4/ ンジ 
打 k て 的 
トコ リン 


や は り 時 間 を か け て で きた キャ ラ は 、 


Q 可愛 いし 愛情 も わい て くる で し ょ う 。 
だ 作者 の 感情 ・ 思 い 入 れ が 入り ます 
グ い の で 、 他 人 が 見 て も 交 力 的 な キャ ラ 
SN に な り ます 。 み な さん 、 楽し い デフ ォ 

ノビ ル メ 絵 ラ イフ を 送り まし ょ う ! 
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ーー 


区 * ミ JH S ヽ 山寺 こ 


ユ 
コ 
Ao 


会 、 


「 。 女子 高生 の 
可愛 さ の 秘密 


現代 の 女子 高生 の 可愛 らし さ に は 、 あ る 法則 が 隠さ れ て いる よう で す 。 そ ん な 女子 高生 の 秘密 、 教 え ち ゃ 
いま す 。 絵 を 描く 資料 と し て 参考 に し て くだ さい 。 





③ 可愛 く 見 える スカ ー ト 丈 


パタ ー ン ① と ② の 女の子 の 違い は スカ ー ト 丈 の み で す 。 
どちら が 可愛 く 見 える で し ょ うか ? 


パタ ー ン (② 





上 の 質問 の 答え は ①。 上 半身 は 、 少 し 大 きめ の カー ディ ガン な ど を 着用 し 、 ダボ 
ダボ 感 を も た せ て 可愛 らし く 見 せる よう に し て いま す 。 そ の た め 、② の よう に スカ ー 
ト 丈 が 長い と 胴 長 に 見 えて し まい 、 全 体 的 な バラ ンス が 崩れ て し まう の で す 。 
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②③ スカ ー ト 丈 と 黄金 比 


実は 、 パ ター ン ① で は 、 ソック ス か ら ス カー ト の すそ まで の 長 さ ( 足 が 見 えて いる 部 分 ) 
と ソック ス の 長 さ の 比率 が 、「 金 上 比 |( お よそ 1 :1.6/P137 参照 ) に 近く な っ て い 
ます 。 これ に よっ て バラ ンス よく 見 える の で す 。 恐 る べし 黄金 比 ! 


パタ ー ン ① パタ ー ン (②) 


で 
3 
セ 
Ao 


会 、 





野党 Sw 束 司 S 里 下 対 





( 
2 1 Ke 
15cm ひさ ざさ 上 
8cm 


は 


A M eu 
ey さこ 
1.6 
(ソック ス か ら ス カー ト の (ソック ス の 長 さ ) 
すそ まで の 長 さ ) ※ 参 考 NHK「R の 法則 ]2011 年 10 月 12 日 放送 





「 高 校生 の こだわ り 制服 編 」 
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Part2 


上 | 16 | 女子 高生 の 可愛 さ の 秘密 


3 絶対 領域 


女の子 を 可愛 く 見 せる 方 法 と し て も う 1 つ 、「 絶 対 領域 」 が あり ます 。 作例 の よう に 、 生 足 の 見 える 領域 (絶対 領域 ) が 狭 け 
れ ば 狭い ほど 、 魅力 的 に 見 える の で す 。 これ は 黄金 比 と は 違い ます が 、 何 か し ら の 法則 が 存在 する の で は な いか と 思わ せ 
る ほど の 最強 の 法則 で す 。 








②③ 女子 高生 の 何気ない し ぐさ 


日 常 の ひと コマ を 自然 に 描い て み ま し ょ う 。 





PART2 


1 





対 脱 So 販 司 S 時 下 対 


黄金 比 と は 


1+/ 5 
黄金 比 と は 「1:1.618」 で 表 さ れる 比率 (正確 に は 1: 2 ) 
の こと で 、 人 間 が も っ と も 美しく 感じ られ る 比率 と され て いま す 。 
右 の よう な 図 か ら 求 め る こと も で きま す 。 


つま り 、 あ る 長 さ を 1 点 で 分 けた 時 に 短い 方 と 長い 方 の 比率 が 、 
また は 長方形 を 描い た 時 に 短 辺 と 長 辺 の 比率 が お よそ 1:1.6 
(も し く は 5:8) で ある と 、 い ちば ん 調和 が と れ て バラ ンス よく 見 
える の で す 。 身近 な 例 で は 、 名刺 サ イズ が 黄金 上 比 で ある こと が 
知ら れ て いま す 。 
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17 電車 内 で の 女子 高生 
の 自然 な し ぐさ 


携帯 を 使う 、 音楽 を 聴く 、 髪 を さわ る な と 、 女子 高生 が 電車 の 中 で よく 行う 自然 な し ぐさ の 描き 方 の ポイ ント 
を まとめ まし た 。 顔 の 表情 や 手足 の 様子 な と 、 女子 高生 らし い 可 愛 い 姿 で 描き まし ょ う 。 





6 携帯 で メー ル を チェ ッ ク す る 


当然 で す が 、 目線 の 先 は 携帯 電話 で す 。 
メー ル の 内 容 に よっ て 顔 の 表情 や 動作 
が 変わ っ て きま す 。 


4 


AA 





| 


0 T 
人 32 。 
作 儲 逢 人 0 ど 

の Ka コレ の る 6 分 7 こつ 

2% 南 賜る 

尺 股 na" 

を 1 し 4 し 7 ^ 
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②③ カバン の 中 を 探す 


カバ ン の 中 を ゴソゴソ と 、 何 を 探し て いる の か も 気 に な り ま す が 、 
カバ ン に 気 を と られ て 足 も あ ら わ に 股 も 開き 気味 に な っ た りす る 
所 も 気 に な り ま す 。 


IN ツ 側 人 臣 ) た 
秒 還 は 3 6 
上 まる 年 回 埋 t ユ 


和民 
9 條 オ に 、 本 
5 記 く s ぐい 1 W 
『 6 月 株 は カン た 
償 ヤ ン の ょ 
8 


いう 寺 


ペド ーー 


SS 


人 へ > WAN J 


1 






< 天上 少し 開き 気味 に 。 
に うぃ ( う 困 A 
大 切な ポト と 
ぬり すす で " 気 を 付け て 
病 き ま バラ の 


、 
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ヽ くせ 
ど 
ユ 
コ 


っ 


へ で 守 発 S 時 画 届 計る へ 計 同 瑞 


四 17 | 電車 内 で の 女子 高生 の 自然 な し ぐさ 


や る こと も な く 、 ボ ーッ と し て いる と 
有 眠く な っ て し まい まし た 。 寝息 も 聞 
こえ て きそう な 感じ で す 。 


/ 角 た に. 
で 右 有 ? 叶 巡 


内 た a 帳 休 は 


の 4 N 
QA 7 パ 
PP ン 


妥 尽 み し 開き 気 に 
お > (13 す 。 








ーー テグ 
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③ 前 髪 を さわ る 


[前髪 は 命 ] と いう 女子 高生 は た くさ ん いま す 。 そ ん な 大 切な 前 髪 を チェ ッ ク し て いる 所 で す 。 
あま りき ま ら な い の か 、 懸命 に さわ っ て いま す 。 そ ん な 真剣 な 表情 を 描き まし ょ う 。 


③ う 音楽 を 聴く 
大 好き な 音楽 に 聴き 入っ て いる の か が 、 
目 を つむ り 、 リラ ックス し て いま す 。 そ ん 


な 安 感 を 表現 し まし ょ う 。 
ee こぐ 





股 は 開い 
N 
中 体 人 休 ピン 
て 込み 中 | マス 
気 哲 る っ も / 
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PART2 


人 人 


史 人 へ で 守 発 S 庄 可 届 計る へ 計 司 画 


18 バン ツ ・ ス カー ト の 
可愛 い 描 き 方 


パン ツ ・ ス カー ト を 可愛 く 描く 時 の コツ を まとめ て み ま し た 。 パン ツ や スカ ー ト 姿 が な ぜ 魅 力 的 に 可愛 く 見 
える の か ? それ に は ちょ っ と し た シワ の 入り 方 、 布 の 張り な と の 要素 が 隠れ て いま す 。 


〇 パン ツ の 描き 方 5 
腰 を 曲げ けた 時 な ど に 、 お 尻 の 丸み で パン ツ の 布 が 7 \ = 
張っ て つり 上 が る 部 分 が あり ます の で 、 そ こ を 意識 し | トド ニン き S、 


て 描き まし ょ う 。 P144 の 「 腰 を 曲 け た 時 の 描き 方 」 | b 





を 参考 に し て くだ さい 。 





岳 き ち に 
&* 付 て 。 
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セ 
ーー デ 
コ 


(CDSS 
会 、 





Stok 談 と 草 避 S テ ー き SS マニ 


い 


パン ツ を 描く と き の ボ ポイ ント 
パン ツ を 描く と き は 、 お 尻 の ライ ン を 描く こと を 忘れ ず に 。 可愛 さと 色気 の ポイ ント で す 。 


上 / パリ ッ と すみ 際 剛 て 
で lg / 
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NG 須 の 2 朋 $ ち /c 
る な 中.。 





Part 2 


19 | パン ツ ・ ス カー ト の 可愛 い 描き 方 


③ 前 部 を 上 げ て 描く 


パン ツ ・ ス カー ト は 前 部 を 少し 上 げ て 
描い た 方 が 自然 で す 。 し か も 可愛 い 
の で 一 石 二 島 で す 。 


中 上げる 
困 は 和信 に 
上 る と An す 9。 


②③ 腰 を 曲げ た 時 の 描き 方 


パン ツ ・ ス カー ト は 、 腰 を 曲げ けた 時 に 図 の よ 
うに 三角 形 の 形 で つり 上 が り ま す 。 そ こ を 
描く か 描か な いか で リア リティ の 差 が 出 ま 
す の で 、 注意 し まし ょ う 。 
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② ス カー ト を 引っ 張る 


スカ ー ト を 指 で は さん で 片側 に 
引き 寄せ て み ま し た 。 


/ 


ドリ 


の 大 / 
共 < 谷 の / 





〇 スカ ー ト 姿 で し ゃ が む (ーー ニー 


手 で スカ ー ト を お 尻 に 引き 寄せ て 


し ゃ が む 時 の 様子 で す 。 


cc 
797723 
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ーー 
つ 
。 OO 


ak 喜 と 下 司 S テ ー・ と マニ 


19 下着 と 水着 の 
押 き 分 け 


下着 と 水着 は 一 見 する と 似 て いま す が 、 前 者 は 機能 性 を 重要 視 す る デザ イン 、 後 者 は 見 栄え を 重視 する 
デザ イン と いう 違い が あり ます 。 で す が 、 どちら も 可愛 さ を 引き 立て る アイ テム で は あり ます 。 









よう 為 て 


3 の ー- 人 
タン 上 8 3] 人 刀 イ 
7 ハコ 2 を 
チ ル 電 
宰 mW) 沿う 


ラプ じ に で 。。 
My / (CTS イ ン 


プ 導 
、 ス 


の y6 
ノリ フリ もめ 
51 きい う 。 





UL / 





( プ い ) 
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③ 下着 と 水着 の 描き 方 


下着 の 場合 、 胸 を 固定 し て 身体 を 動き や すく する な ど 機 能 性 重視 の 
デザ イン に な っ て いま す の で 、 そこ を 描き 込み まし ょ う 。 

水着 は 下着 と 違っ て デザ イン 重視 で す 。 全体 的 に フリ ル は あま りつ 
いて いな い 方 が 水着 らし いと 思い ます 。 


M 


し を は を < (| 

タン 3 が が 貞 9 

る ガウ ゅ て 9 -AN ーー 人 選 の 旅 。 J 
ッ プ つ NVA リ 





/ 光史 六 
稚 V て 7 ダー い 
YYLa 1 【 
トブ 2 





ん ん 


( プ しい 
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、o3 
会 、 


さき 潤 喜 8 蛋 芝 (rr 剖 志 


19 | 下着 と 水着 の 描き 分 け 


②③ 下着 に 1 アイ テム 追加 する 


下着 の 場合 、 困 っ た 時 は ニー ソ や パン スト を は か せま し ょ う 。 下着 に し か 見 えな く な り ます 。 
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ら 下 着 と 水着 の 身 に つけ 方 の 違い 


何気ない し ぐさ や 動作 で 身 に つけ 方 の 違い を 出し まし ょ う 。 


不 者 ヵ 場 人 
プラ の と そ み 
有朋 p 後 2" 

筑 ん で (ろか 
人 リヤ 3 

で 0 。 





ノ フ 2 科 の ホ 。7 
を は 』2n ち 
グラ ね .。 


ン デ 


グ 伺 
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の 


ーー 
コ 


S 
会 、 


マ 洗 本 S 癌 党 rr 避 コ | 


2() アイ テム を 持た せる 


女の子 に アイ テム を 持た せ て み ま し た 。 持つ アイ テム に よっ て 重心 の 位置 、 身 体 の 動き な ど が 変わ っ て き 
ます の で 、 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 





② つ モッ プ を 持つ 


モッ プ を どこ で 持っ て いる か に よっ て 描き 方 が 変わ り ま す 。 
この 作例 の 場合 は モッ プ を 左手 で 持ち 抱え て いる こと に 





注意 し て 描き まし ょ う 。 
): 
-7 多 っ 場 る は を wbe" 
名 チ は る え の 双 ん / 12 
筋 月 釣 な を 現 で " ー と を のり 
いい と 思 け 。 や すく 
杭 紀 ゆめ 。 
拭く 失 は 
強く カ か \ グ 
> た 感 (に 
ね りす 


いる の で 、 身体 の 重 


| モッ プ を 左手 で 支え て 
心 は 左足 に な り ま す 。 


AA に 吉 


NN 
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②③ ギタ ー を 持つ 

ギタ ー は スト ラッ プ で 首 か ら か け て いる の で 、 
ギタ ー の 重 さ が 肩 に か か っ て いる こと を 注意 
し て 描き まし ょ う 。 ポジ ショ ン ( 弦 を 押さ える 指 
の 形 ) な ど ま で 描き こむ と リア リティ が 出 ま す 。 


欠 ( キ 7 る 黄 < 
0 は 議 。 人 
ラッ リ 
月 航 63) 
%9- の ) 
人骨 と 7 と 
と り 3 た 


会 


の は 証 共 放出 


② 棒 を 持つ 


か っ こよ く 棒 を 持た せ て み ま し ょ う 。 
足 を 開い て 安定 感 を 出し ます 。 


7 

末 導 
義剛 
= 拓 
還 
7 半 訂 _ 
0 山 
Pa 
。 業 本 

暴 遇 
貫 
回 商 

終 編 
球 _ 蘭 

剛 類 - 
_ 導 難 
笠 穫 
癌 所 

NR 生生 
E 記 8 
心 
# 


販 補 徹 例 選 縮 感 ょ 。 
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21 小物 を 身 に つけ る 


リボ ン を つけ る 、 メガ ネ を か ける な ど 、 小物 を 身 に つけ る こと に よっ て より 可愛 らし さ が 出 せる よう に な り ま す 。 
また 、 身 に つけ る と いう し ぐさ を 描く こと に よっ て 、 動作 に 対す る 視野 が 広がり ます 。 









4 4 
② シュ シュ を つけ る 
シュ シュ は 、 フワ フワ で と て も 可愛 いら し い 
アイ テム で す 。 柔らか く 描 いて あげ まし ょ う 。 


② リ ボン を つけ る 


後 う 人 から 過 と 
こん ay C9 
プ \。 
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② メ ガ ネ を か ける 


メガ ネ を か ける こと に よっ て 魅力 が 倍増 する | 
こと も あり ます 。 可愛 く 描い て あげ まし ょ う 。 


ナ 月 . 
上 る 最 は 
② ピ ビン ど め を つけ る 9 答 」、。 う ・ 
0 は あの 介 R 生 非 
9 
| と は う 
や は リ 2 
ナ ち 合 を 人 
伺 る 選 b に 。 きま 
② う マフ ラー を する る 


マフ ラー は 冬 を 表現 する 大 切な アイ テム で す 。 
また 、 可愛 らし さ を 出 す の に も っ て こい の アイ テム で も あり ます 。 
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22 表装 を 身 に つけ る 


職業 ・ 仕 事 に よっ て 衣装 ・ 制 服 は さま さま で す 。 可愛 い 衣装 、 色 っ ぽい 衣装 、 機 能 的 な 衣装 な ど 、 衣装 
の 可愛 い 描 き 方 を 、 資料 的 な 要素 も 含め て いく つか 描い て み ま し た 。 





② ナ ー ス ( 邊 護 師 ) を 描く 


ナー ス 服 に も いろ いろ ある よう で す が 、 今 回 は セン ター に ファ スナ ー 
の ある タイ プ を 描い て み ま し た 。 


月 ょ ( ゅ る 
し そ 牧 状 の 
じい 

721 は 3 。 





グ / /N 
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②③ 巫女 を 描く 


巫女 は 神 に 仕え る 仕事 。 清らか な 
イメ ー ジ で 描き まし ょ う 。 衣装 の 柔 
ら か さ に も 気 を つけ まし ょ う 。 





朋 , 
J こん 4 が: 
7) 


昌久 和 。 
POEMS = 
で { 井 3 し ょ う , 










こ ⑫ 感 jc 
ジ 2937 


立体 的 に 描き まし ょ 
う 。 少し 肉 厚 の 方 が ノ 
ポ い NG し まう 。 


如 
コ 
39.3 


会 、 







そい 五 下 加 占 対 
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ゆ ル | 表装 を 身 に つけ る 


3 保母 (保育 士 ) を 描く 


保母 さん は 優し い イ メー ジ で す が 大 切 で す 。 
美人 と いう より 、 可 愛 い 方 が イメ ー ジ し や す 









いで し ょ う 。 
ーー アロ 1 月 
すめ を たち 
ーー ュ ぃ 
を 心 よう に 
フー リガ 色 の 
ん 77 ケ か 
3 ーW?1 (た リ 
し ます よ 和 。 
9" 
保母 さん の 日 常 の 光景 を kk < 
描い て み ま し た 。 
を 
6 各 婦 さん は 
9 0 やり 39 す に て 
) ョ ュ ン の 
1 / い \ づ 493。 
この 多 外 財 。 ゃ ノノ グ { 
で て ド 2 ナ 、A る うま ん 
プ お もそ SL 。 
ひ ESL [ 
つゆ に TV NN @%。 
Ru リ ば A ' 





IN 
2 大 あ 3 ね 8 和 を (。 


いさ と いう 員 さい ジグ の < て SU っ 
0 義 22 いい GS か お 3 和 1. 
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② メ イド を 描く 


ベー シッ ク な メイ ド 服 を 
描い て み ま し た 。 


元気 いっ ぱい 、 は ち 切 れん ば か り の メイ ド さ ん で す 。 


7 舌 た て 
デス 往 凶 か 
An?/ 対 。 

効 を (』 っ 
た の 7/ り 
7 





し いい り 
チュ / 、 
に た ム 


クック / 


7 ce w ト 
で 2 // / 旭 / 
ゝ > ノ 


Oi 聞 思 沙 対 


> 2 イグ リィ 
クス 
介 る か い 寝 と ( く 


2 


> KsC「 と ビブ フ の 4 


ク ) と て 
で IE 4 ピピ 
は 僅 て gon 


りう 
忠 、seul て 


銘 .? い % す し ょ ウ 


少し 色っぽい メイ ド さ ん 。 メイ ド / 
服 の 柔らか さと 女の子 の 柔らか 


さ を 合わ せ て 描い て み ま し ょ う 。 ト 


『 ヽ 
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著者 プロ フィ ー ル 

名 前 :toshi 

年 齢 : ひ みつ ー> マ < 

趣味 : 上 手 く な る 期待 を 込め て 絵 を 描く こと 
好き な 音楽 : 流行 モノ を 聴い て いま す 

欲し いも の : 画 力 が 欲し い 一 ! 一 緒 に 頑 
張っ て いき まし ょ う 

pixiv-ID :ld=637016 





私 が 絵 を 描く 上 で いち ば ん 重要 視 し て いる の が 、 自然 で 本 当 に いそ うな 
キャ ラク ター を 描く と いう こと で す 。 この 考え 方 は 、 後 述 し ます が 、 あ る 
方 と 出会っ て 自分 な り の 絵 の 方 向 性 に 気付 いた と き に 始ま り 、 今 に 至っ 
て いま す 。 キ ャ ラク ター の 表現 方 法 に は 、 イ ラス ト 、 漫 画 、 ア ニ メ な ど 、 
いろ いろ な ジャ ン ル が あり ます が 、 キャ ラク ター の 基本 は 人 間 が 元 に な っ 
て いま す 。 そ し て 、 どれ を と っ て も 自然 で 本 当 に いそ うな キャ ラク ター を 
描く こと が 、 リ アリ ティ に 繋が り 、 キ ャ ラク ター の “魅力 を 引き 立て る "と 
考え る か ら で す 。 自然 な 表現 が 描け れ ば 、 後 は それ を 元 に 省略 し た り 、 
追記 し た りす る こと で キャ ラク ター を 創り 出し て いく こと が 可能 で す 。 私 
の 考え は 、 そ うい うこ と が 元 に な っ て いま す が 、 み な さん 独自 の 考え 方 
を 大 切 に 、 素晴らし い イ ラス トラ イフ を いっ し ょ に 創っ て いき まし ょ よう 。 





P 著者 の 原点 


みな さん 、 お そら く 絵 を 描き 始め た 頃 は 、 好き な 絵師 さん 
の 絵 、 漫画 、 ア ニ メ の 複写 か ら 描き 始め た と 思い ます 。 今 
も 現に そう し て 描い て いら っ し ゃ る 方 も 多い こと で し ょ う 。 
私 も そう で し た し 、 好 き な キ ャ ラク ター が 描け た こと が 自 
信 に 繋が り 、「 も っ と こう し た ら 」 っ て 、 意欲 満々 描い て い 
まし た 。 

その 頃 、 私 は アニ メー ター に な る 夢 を 描い て いま し た 。 そ 
ん な と き 、 と ある 有名 アニ メー ター の 方 に 会 う 機会 が あっ 
て 、 言わ れ た こと が あり ます 。 「 き み の 絵 は ひ 〇 くん の 絵 に 
そっ くり だ ね 。 で 、 君 の 本 当 の 絵 を 見 て みた いん だ けど な 
い の ?」 …… あ り ま せん で し た > ぐ 。 

その 言葉 に 衝撃 を 受け まし た 。 「 本 当 だ 、 オリジナル が な 
い !] 目 か ら 鱗 で し た 。 そ の 方 は 、 こ う も お っ し ゃ っ て いま 
し た 。 「 確 か に 、 ア ニ メ ー タ ー と し て や っ て いく の な ら 、 今 
の まま で 良い か も し れ な い 。 で も 、 人 の 真似 を し て いる 限 
り そ の 人 に は 勝て な いし 、 も し 君 が キ ャ ラ デ ザ と か を や り 
た いな ら 、 今 の まま で は な れ な いよ 。 オリ ジ ナ ル を 描い て 
みな さい 。 そ し て 、 街 に 出 て いろ ん な 人 を 見 て みな さい ]」 。 
次 の 日 か ら 日 常 の 人 の 行動 、 仕 草 な ど いろ いろ 観察 する 
よう に な り ま し た 。 日 々 な に げ な く 生 活 し て いま す が 、 そ ん 
な 中 に は 美しい と ころ も 醐 いと ころ も 存在 し ます 。 そ れ が 
その 人 の 個性 で あり 魅力 で も ある と 思い ます 。 「 こ れ だ ! 
これ を 描け ば 立派 な オリ ジ ナ ル に な る 」 。 そ れ が 私 の 原点 
で す 。 ちなみに その 方 は 、 私 が 影響 を 受け て 描い て いた 
アニ メッ 会 社 の 社長 さん で し た 。 
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日常 の 観察 は 、 発想 の か た まり 


街 に 出 て いろ いろ 観察 し て いる と 、 誰 一 人 同じ 行動 を し な いこ と に 気付 きま し た 。 
人 の 仕草 、 感 情 表現 な ど 、 性 格 に よる 表現 の 違い な の で し ょ う が 、 人 それ ぞ れ で 
し た 。 み な さん も 観察 し て みて くだ さい 。 面白 いで す よ て ! それ を 是非 、 絵 に 取 
り 入 れ て みて くだ さい 。 わざ と らし く な い 、 自然 な 表現 が 生ま れ て くる と 思い ます 。 
プロ の 方 は 、 そ れ を 武器 と し て 、 他 の 人 に な い オ リ ジ ナ ル の 表現 を 模索 し て み 
て くだ さい 。 きっ と そこ に あな た らし さと いう 表現 が 生み 出さ れる と 思い ます 。 













ラー 


rcrxui 王 中 嘩 


P 日 常 の 観察 は 、 自然 現象 も ! 


自然 現象 も 、 観察 に より レベ ル ア ッ プ で きる 要素 の ひと 
つ で す 。 日 常 観 察 は 、 人 に 対し て だ け で は あり ませ ん 。 
] 自然 現象 な ど 、 自然 物 も 勉強 で きま す 。 例え ば 、 水 の 表 
へ RS 現 も その ひと つ で す 。 掃除 の 風景 に 例え て み ま し た が 、 
Pa いろ ん な 水 の 表現 が で きる と 思い ます 。 自然 現象 も 、 
日 々 違い ます の で 、 毎 日 が 勉強 で すね 。 


こん な 環境 で 描い て いま す 


アナ ログ か ら デ ジタル へ の 移行 に 戸惑い も いっ ぱい あり 
ます が 、 少し は デジ タル に も 慣れ て きた と 思い ます 。 今 い 
ちば ん の 悩み は 、 線画 を 描く の に デジ タル だ と アナ ログ 
の 3 一 4 倍 く らい か か る こと で す 。 > < 

これ は 慣れ れ ば 直る の か な ? 


これ か ら も 、 も っ と 読者 の 皆様 に 貢献 で きる よう 、 よ り 良 
い 講 座 が 描け れ ば と 思っ て いま す 。 つ た な い 内 容 だ っ た 
か も し れ ま せん が 、 少 し は 皆様 の 参考 に な れ ば 嬉し いで 
の s か が だ だ で し まげ ? 

また 、 べ つの 形 で で も 貢献 で きれ ば と 、 頑 張っ て まい り ま 
す 。 これ か ら も よろ し く お 願 いし ます 。 








キャ ラ に 命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 159 


会 、 





制作 スタ ッ フ 


装丁 ・ デ ザイ ン 赤松 由香 里 (MdN Design) 
DTP ANTENNNA 


副 編 集 長 後藤 憲司 
編集 中 島 安 貴彦 日 下部 理 侍 


いのち 


キャ ラ に 生命 を 吹き 込む 
イラ スト 上 達 テ クニ ッ ク 


2012 年 7 月 1 日 初版 第 1 出発 行 
2014 年 3 月 21 日 初版 第 10 刷 発行 





著者 toshi 
発行 人 藤岡 功 
発行 株 式 会 社 エ ム デ ィ エ ヌコ ー ポ レー ショ ン 


〒102-0075 東京 都 千代 田 区 三 番 町 20 
http://www.MdN.co.jp/ 


発売 株 式 会 社 イ ンプ レス コミ ュ ニ ケー ショ ンズ 
〒102-0075 東京 都 千 代田 区 三 番 町 20 
TEL:03-5275-2442 (出版 営業 ) 


印刷 ・ 製 本 株 式 会 社 リ ー ブ ル テッ ク 
Printed in Japan 
@⑥2012 toshi. All rights reserved. 


本 書 は 、 著 作 権 法 上 の 保護 を 受け て いま す 。 著作 権 者 お よび 株 式 会 社 エ ム デ ィ エ ヌコ ー ポ レー ショ ン と の 書面 に よる 事前 の 同意 な し に 、 
本 書 の 一 部 ある い は 全部 を 無断 で 複写 ・ 複 製 、 転 記 ・ 転 載 す る こと は 禁止 され て いま す 。 


定価 は カバ ー に 表示 し て あり ます 。 


造 本 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 、 落 丁 ・ 乱 丁 な ど が ご ざい まし た ら 、 送 料 小 社 負 担 に て お 取り 替え いた し ます 。 
お 手数 で す が 、 カ スタ マー セン ター まで ご 返送 くだ さい 。 


落丁 ・ 乱 丁 本 な どの ご 返送 先 

〒102-0075 東京 都 千 代田 区 三 番 町 20 

株 式 会 社 エ ム デ ィ エ ヌコ ー ポ レー ショ ン カス タマ ー セ ンタ ー 
TEL:03-4334-2915 





昌 
| 株 式 会 社 エ ム デ ィ エ ヌコ ー ポ レー ショ ン カス タマ ー セ ンタ ー メー ル 窓 口 
| info@MdN.co.jp | 

本 書 の 内 容 に 関す る ご 質問 は 、E メ ー ル の み の 受 付 と な り ます 。 メー ル の 件 名 は 「 キ ャ ラ に 生命 を 吹き 込む イラ スト 上 達 テク ニッ ク 質問 係 ] と || 


| 明記 し て くだ さい 。 電話 や FAX、 郵 便 で の ご 質問 に は お 答え で きま せん 。 ご 質問 の 内 容 に より まし て は 、 し ば らく お 時 間 を いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 
、 また 、 本 書 の 範囲 を 超え る ご 質問 に 関し まし て は お 答え いた し か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 











発行 エム ディ エヌ コー ポレ ーション 発売 イン プレ スコ ミュ ニケ ーション ズ 


